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皆
さ
ん
の
声
が

区
政
に

反

映

さ

れ

て
い
ま
す

区
民
の
皆
さ
ん
の
ご
要
望
に
素
早
く
対
応
す

る
た
め
、
今
年
8
月
に
設
置
し
た
区
長
へ
の
フ

ァ
ク
ス
と
「
区
民
の
声
」
担
当
部
。
こ
れ
ま
で

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
「
区
民
の
声
」
へ
の
対
応

状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

2
ヵ
月
間
で

「
2
3
1」の
声

8
月
以
来
、「
区
民
の
声
」は
倍
増
し

ま
し
た
。
8
月
1
日
か
ら
9
月
3
0日
ま

で
の
2
ヵ
月
間
に
、
区
長
や
区
民
の
声

担
当
部
に
寄
せ
ら
れ
た
総
件
数
は
2
3
1件。

こ
れ
は
、こ
れ
ま
で
の
月
平
均
5
0件
を

大
幅
に
上
回
っ
て
い
ま
す
。

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
方
法
で
最
も
多

い
の
が
フ
ァ
ク
ス
(
8
8通
)
で
、
以
下

広
聰
(
ガ
キ
命
通
)
、
電
話
(
4
3件
)
、

文
書
(
3
8通
)
、
来
庁
(
7
件
)
の
順
で

し
た
(
表
1
参
照
)
。

内
容
で
は
、
要
望
・
意
見
が
1
3
6
件
、

苦
情
が
6
4件
、
質
問
な
ど
が
2
1件
で
、

そ
の
ほ
か
に
感
謝
も
1
0件
い
た
だ
き
ま

し
た
(
表
2
参
照
)
。

分
野
別
に
す
る
と
多
い
の
は
、
道

路
・
公
園
・
河
川
の
管
理
や
放
置
自
転

車
問
題
な
ど
の
土
木
行
政
と
、
区
立
幼

稚
園
問
題
な
ど
学
校
教
育
に
関
す
る
も

の
で
そ
れ
ぞ
れ
約
2
0
%で
し
た
。

要
望
・
意
見
(
1
3
6件)
の
う
ち
、
実

現
し
た
も
の
(
一
部
実
現
を
含
む
)
は
5
0

件
(
約
3
7
%
)で
し
た
。

『
区
民
の
声
』
担
当
部
で
は
、ス
ピ

ー
デ
ィ
な
対
応
を
目
指
し
て
、
早
い
も

の
で
は
即
日
、
遅
く
て
も
(
事
情
の
あ

る
も
の
を
除
く
)
受
け
付
け
し
た
日
か

ら
I
週
間
以
内
の
対
応
に
努
め
て
い
ま

す
。

ご
利
用
く
だ
さ
い

「
区
民
の
声

」

「
区
民
の
声
」
は
区
政
に
闃
す
る
皆

さ
ん
の
ご
意
見
、
ご
暴
君
直
接
お
伺

い
す
る
も
の
で
す
。フ
ァ
ク
ス
や
広
聴

は
が
き
(
区
の
施
設
に
設
置
)
、
お
便

り
、
電
話
な
ど
で
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
「
区
民
の
声
」

は
区
長
が
直
接
目
を
通
し
、「
区
民
の

声
」
担
当
部
長
に
指
示
し
、
対
応
策
を

す
ぐ
に
実
行
に
移
さ
せ
毒
司

回
答
を

希
望
百
れ
る
方
は
、
必
ず
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
(
フ
ァ
ク
ス
の
方
は

フ
ァ
ク
ス
番
号
)
を
明
記
し
て
く
だ
さ

い
。
フ
ァ
ク
ス
は
区
長
室
に
設
置
し
て

あ
り
、
す
ぐ
に
対
応
で
き
る
体
制
を
と

つ
て
い
ま
す
。

区
民
に
身
近
で
ス
ピ
ー
デ
ィ
な
区
政

を
目
指
し
て
設
置
し
た
区
長
フ
ァ
ク
ス
。

こ
れ
か
ら
も
、
区
政
に
対
す
る
ご
意
見

や
ご
茸
看
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

区長へのファクス

( FAX) 3880- 5678
区 長 室 に 設 置 し て い ま す

表1　 お寄せいただいた「区民の声」(方法別)

表2　 お寄せいただいた「区民の
声」( 内容別)

※ 表1りは、8月1日～9月30日の
集計による(総数231件)

お問い合わせは

「区民の声」担当部長(参事)

3880・5839( 直通)

「
区
民
の
声
」
、
こ
ん
な
か
た
ち
で
活
か
さ
れ
て
い
ま
す

「
近
所
の
風
景
が
変
わ
り
ま
し
た
」

千
住
一
丁
目
　
谷
口
登
美
子
さ
ん

千
生
に
あ
る
旧
庁
舎
別
館
跡
地
の
一
部
に
は
雑
草
が
生
え
、
そ
こ
に
は
ご
み
が

捨
て
ら
れ
、
悪
臭
膏
辰
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
に
困
っ
て
い
た
谷
口
さ
ん
は
広
報

紙
で
「
区
民
の
声
」担
当
部
を
知
り
、
電
話
を
し
ま
し
た
。「
区
役
所
に
電
話
し
た

ら
、
す
ぐ
に
調
べ
に
来
ま
し
た
よ
。あ
き
ら
め
半
分
で
電
話
し
た
ん
で
す
け
ど
」。

区
で
は
、
放
置
す
れ
ば
ま
ち
の
美
観
を
損
な
い
、
さ
ら
に
悪
化
さ
せ
る
恐
れ
も

あ
っ
た
の
で
、
雑
草
を
刈
り
取
り
、
そ
の
あ
と
に
コ
ス
モ
ス
や
サ
ル
ビ
ア
を
植
え

ま
し
た
。

そ
の
後
、
谷
口
さ
ん
は
「
き
れ
い
な
花
を
枯
ら

せ
ち
ゃ
い
け
な
い
と
、
夏
の
間
は
毎
日
水
を
あ
げ

る
の
が
ち
ょ
っ
と
大
変
だ
っ
た
け
ど
、
前
を
通
る

人
が
花
に
目
を
留
め
て
く
れ
る
し
、
ご
み
も
な
く

な
り
、
家
の
ま
わ
り
が
明
る
く
な
っ
た
み
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

▲ 植えられた花をバックに谷口
さん( 千住一丁目5 番付近)

「
車
道
が
広
く
な
り
、車
が
通
り
や
す
く
な
り
ま
し
た
」

中
川
三
丁
目
H

・
S
さ
ん

中
川
三
丁
目
に
は
、
狹
い
車
道
に
道
路
標
識
が
立
て
ら
れ
た
一
角
が
あ
り
、
往
来

す
る
自
動
車
に
は
危
険
で
し
た
。
車
を
利
用
し
て
い
る
H
・
S
さ
ん
は
、
車
道
に
あ

る
標
識
を
移
動
で
き
な
い
か
、「区
民
の
声
」
担
当
部
に
電
話
を
し
ま
し
た
。

調
べ
る
と
確
か
に
車
道
が
狹
く
、こ
れ
で
は
消
防
車
な
ど
緊
急
車
両
の
通
行
の
妨

げ
に
な
る
恐
れ
も
あ
っ
た
の
で
、
警
察
と
連
絡
し
合
い
道
路
標
識
の
位
置
を
歩
道
側

に
変
え
ま
し
た
。

H
・
S
さ
ん
の
話
「『
区
民
の
声
』担
当
部
を

広
報
紙
で
知
り
電
話
を
し
ま
し
た
。
そ
れ
か

ら
3
週
間
く
ら
い
で
工
事
は

終
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
標
識

が
移
動
し
た
分
、
車
道
を
広

く
使
え
て
ス
ム
ー
ズ
に
通
行

で
き
ま
す
。」

▲
道
路
標
識
の
工
事

前
(

上
)
と
工
事
後
(
下
)
(中
川

三
丁
目
口
番
付
近
)

区

政

最

前

線

私
は
、
選
挙
公
約
で
オ
ウ
ム
真
理
教

対
策
を
か
か
げ
ま
し
た
。6
月
2
0日
に

就
任
し
て
、7
月
5
日
に
は
対
策
本
部

の
設
置
を
区
議
会
に
お
約
東
し
ま
し
た
。7

月
1
9日
に
は
。
第
一
回
の
本
部
を
閧

催
し
、
信
者
の
紜
入
届
を
不
受
理
に
す

る
こ
と
、
公
共
施
設
を
利
用
さ
せ
な
い

こ
と
な
ど
を
決
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

区
内
に
は
、
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
の

遺
族
の
方
や
被
害
者
の
方
も
多
数
い
ら

っ
し
ゃ
る
と
う
か
が
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
方
々
の
こ
と
を
思
う
と
何
に
も
ま

し
て
「
公
共
の
福
祉
」
を
最
優
先
さ
せ
、

区
民
の
不
安
の
解
消
を
す
る
こ
と
が
区

の
責
務
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

谷
中
の
オ
ウ
ム
の
中
枢
拠
点
施
設
は
、

阿
部
三
郎
管
財
人
ら
の
ご
努
力
で
9
月
3
0

日
す
べ
て
退
去
で
き
ま
し
た
。し
か

し
、
区
内
に
は
千
住
河
原
町
の
パ
ソ
コ

ン
エ
場
と
見
ら
れ
る
施
設
が
あ
り
ま
す
。

い
ま
区
議
会
に
陳
情
が
提
出
さ
れ
審
議

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
9
月
の
区
議
会

定
例
会
で
は
、
オ
ウ
ム
対
策
の
法
整
備

を
求
め
る
国
へ
の
意
見
書
が
議
決
さ
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
足
立
区
町
会
莫
呂

が
、
法

整
備
等
を
求
め
る
署
名
運
動
を
全
区
で

実
施
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
の
こ
と

で
、
心
強
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

足
立
区
に
は
、
多
数
の
信
者
が
居
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
も
オ
ウ
ム

の
拠
点
施
設
の
排
除
を
区
議
会
と
と
も

に
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。
区
民
の
皆

様
に
も
ぜ
ひ
署
名
運
動
へ
の
ご
協
力
と

「
オ
ウ
ム
」
に
関
す
る
情
報
の
提
供
を

お
願
い
し
ま
す
。

私
も
足
立
区
か
ら
「
オ
ウ
ム
」
を
追

放
す
る
た
め
最
前
線
に
立
ち
ま
す
の
で

ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

区
長
　
鈴
木
恒
年

新たに2 人の
行政委員が就任しました

佐藤昭司氏 大寺政男氏

10月22日に、足立区教育委員会委員に

大寺政男氏( 元千寿筱小学校校長) が、

足立区監査委員に佐藤昭司氏( 前側足立

区コミュニティ文化・スポーツ公社理事

長) 力冤 枉しました。

区内中小企業支援啓発 標語 足立区で　買おう　 食べよう　 頼もう
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保
康
福
祉
ガ
イ
ド

2
・
3
面
で
問
い
合
わ
せ
先
の
電
話
番
号
が
な
い
も
の

は
区
役
所
代
表
へ

　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

凡例

申
込
・
:
申
し
込
み
方
法

期
限
・
:
申
し
込
み
期
限

場
・
申
・
問
先
…
場
所
・
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先

乳
幼
児
す
こ
や
か
相
談

育
児
に
不
安
岑
感
じ
た
り
、ひ
と
り

で
悩
ん
で
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

保
育
園
に
通
っ
て
い
る
家
庭
だ
け
で
な

く
、広
く
地
域
の
家
庭
か
ら
の
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。安
心
し
て
子
育
て
を

楽
し
め
令
旨
に
お
気
軽
咬
粨
談
く

だ
さ
い
。経
験
豊
か
な
公
立
、私
立
保

育
園
の
職
員
が
対
応
し
ま
す
(
秘
密
厳

守
)
。相
談
日
儿
毋
週
木
曜
日
、午
前

1
0
時
～
午
後
4
時
※
祝
日
は
除
く

相
談
方
法
日
電
話
お
よ
び
面
接

実
施

保
育
園
卜
区
内
の
公
立
・
私
立
保
育
園

全
園

問
先
日
保
育
指
導
ま
た
は
保
育

振
興
係

「
(親
)医
療
証
」の
現
況
届
を

ま
だ
提
出
し
て
い
な
い
方
へ

繋

咫

届
の
提
出
期
限
は
1
1月
1

日

で
す

。
現
況
届
が
提
出
さ
れ
な
い
と
1
9一

年
分
の
医
療
証
を
発

行
で
膏
薫
せ
ん
。

ま
だ
提
出
し
て
い
な
い
方
は
、
健
康

保
険
証
の
コ
ピ
ー
査
陌
え
て
至
急
郵
送

し
て
ぐ
だ
さ
い
(
1
0
月
1
日
以
降
而

医

療
証
」
を
申
請
し
た
方
は
今
年
は
現
況

届
の
提
出
は
あ
り
ま
せ
ん
)
。な
お
、現

況
届
提
出
後
に
保
険
証
が
変
わ
っ
た
方

は
、
変
更
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。

問
先
卜
児
屡
屡
係

(乳
)医
療
費
助
成
制
度

所
得
制
限
な
し
対
象
年
齢
拡
大
に
伴
う
申
請
手
続
き

1
2年
1
月
1
日
か
ら
、
保
護
者
の
所

得
制
限
な
し
の
乳
幼
児
対
象
年
齢
を
、

4
歳
未
満
に
拡
大
し
ま
夛
(
現
在
は
一

歳
未
満
)
。そ
こ
で
1
0月
5
日
、対
象
と

な
る
乳
幼
児
の
い
る
家
庭
に
申
請
魯
等

を
送
り
ま
し
た
。
同
封
の
「
ご
あ
ん
な

い
」
に
添
っ
て
、
至
急
申
請
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
手
管
審
し
な

い
と
医
療
証
の
交
付
が
で
膏
汞

せ
ん

。

申
請
し
て
い
た
だ
い
た
方
に
は
、1
9一
月
2
2

日
ご
ろ
琺

農

療
証
夲
送
2

季

。

問
先
卜
児
童
医
療
係

児
童
育
成
手
当
(
障
害
手
当
)

特
別
児
童
扶
養
手
当
制
度

児
童
育
成
手
当
(
障
害
手
当
)

対
象
卜
2
0歳
未
満
で
心
身
に
障
害
が
あ

り
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
児
童

を
扶
養
し
て
い
る
方
…
知
的
障
害
で

「
愛
の
手
帳
」I
A

度
/
身
体
障
害
で

「
身
体
障
害
者
手
帳
」1
・
2
級
/
脳
性

ま
ひ
ま
た
は
進
行
性
筋
萎
絎
症

※
所

得
制
限
が
あ
り
ホ
す
。
児
童
が
施
設
入

所
し
て
い
る
場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん

手
当
月
額
H
1
万
5
千
5
0
0円

特
別
児
童
扶
養
手
当
制
度

対
象
H
2
0歳
禾
崗
で
心
身
に
重
度
お
よ

び
中
度
の
障
害
〔
身
体
障
害
者
手
帳
1

～
3
級
程
度
ま
た
は
愛
の
手
帳
I
～
3

度
程
度
(
―
度
は
診
断
書
が
必
要
)
〕を

も
つ
児
童
を
菻一
養
し
て
い
る
方

※
次

に
該
当
す
る
場
合
に
は
支
給
さ
れ
ま
せ

ん
…
所
得
が
限
度
額
以
上
/
児
童
が
施

設
に
入
所
し
て
い
る
/
児
竃
が
障
害
を

理
由
と
ず
る
公
的
年
金
の
受
給
資
格
者

手
当
月
額
H
重
度
・
:
5
万
1
千
5
5
0円/

中
度
…
3
万
4
千
3
3
0円

-

い
ず
れ
も
ト
ト

状
況
に
よ
り
申
請
に
必
要
な
も
の
が

異
な
り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

申
・
問
先
卜
児
覃
盂
屎

中
途
視
覚
障
害
者
短
期
教
室

疾
病
や
事
貉
曾
で
目
が
不
自
由
に

な
り
、
様
々
な
事
情
で
牛
活
訓
練
を
受

け
て
い
な
い
方
を
対
象
に
、
都
・
心
身

障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
協
力
を
得
て
、

短
期
(
3
日
間
)
講
習
会
を
行
い
ま
す
。

日
々
の
生
活
の
中
で
惣
凡
て
い
る
い
ろ

い
忝
な
悩
み
や
不
安
に
こ
た
え
る
と
と

も
に
、仲
間
作
り
の
き
っ
か
け
に
し
て

く
だ
さ
い
。な
お
1
2
年
1
月
に
は
中
途

聴
覚
障
害
者
教
室
も
予
定
し
て
い
ホ
夏

日
時
H
1
2
月
2
0
日
囲
・
2
1
日
㈹
、2
2
日

團
(
3
日
間
)
、午
後
1
時
～
4
時
場

所
日
区
役
所
口一
階
会
議
室

対
象
卜
区

内
在
住
で
、
疾
病
や
事
欹
な
ど
で
目
が

不
自
由
に
な
弧
れ
た
方
お
よ
び
関
係
者

※
付
き
添
い
の
方
も
一
緒
に
ご
参
加
く

だ
さ
い

内
容
卜
表
1

定
員
日
1
0人

程
度
(
抽
選
)

費
用
日
無
料

申
込
口

電
話

期
限
卜
H
月
2
6日

申
・
問

先
日
東
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
　

昔
(
5
6
8
2
)

、5
3
7
0

西
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

登
(
3
8
5
3
)
0
6
3
2

表1　 中途視覚障害者短期教室日程

東
部
・
西
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

通
所
者
募
集
と
専
門
相
談

リ
ハ
ビ
リ
訓
練
通
所
者
募
集

脳
卒
中
や
事
故
、
難
病
な
ど
で
身
体

が
不
自
由
に
な
り
、
リ
ハ
ビ
リ
訓
練
を

希
望
す
る
方
を
対
象
に
次
の
よ
う
な
訓

練
を
行
つ
て
い
樂
歹
。
お
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象
卜
1
5歳

以
上
で
心
身
に
障
害
を
お
持
ち
の
区
民
(

お
お
む
ね
6
5歳
ま
で
)

訓
練
内
容
卜

ま
ひ
の
あ
る
部
分
だ
け
で
な
く
身
体
全

体
の
機
能
を
最
大
限
に
生
か
す
リ
ハ
ビ

リ
訓
練
/
言
葉
の
不
自
由
な
方
の
た
め

の
苣
罰
練
/
再
発
防
止
の
た
め
の
健

康
管
理
/
家
事
・
更
衣
・
入
資
と
の

動
作
訓
練
/
補
装
具
・
自
助
具
な
ど
の

紹
介
や
作
成
/
外
出
訓
練
や
交
通
機
関

利
用
訓
練
/
手
芸
・
陶
芸
な
ど
趣
味
開

拓
/
就
労
に
向
け
て
の
援
助

※
送
迎

バ
ス
も
利
用
で
き
ま
す

障
害
に
関
す
る
専
門
相
談

対
象
日
脳
卒
中
、
事
故
、
難
訶
な
ど
で

障
害
を
お
持
ち
の
方
(
書
応
は
そ
の
家

族
の
方
)

相
談
内
容
卜
身
体
機
能
に

関
す
る
相
談
/
言
語
機
能
、
聴
覚
機
能

に
闃
す
る
相
談
/
補
装
具
、
自
助
具
に

関
す
る
相
談
/
福
祉
用
具
に
関
す
る
相

談
/
進
路
・
就
労
に
関
す
る
相
騨
屁
と

※
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
、
言
語

聴
覚
士
、
看
護
士
な
ど
の
専
門
職
員
が

様
々
な
相
談
を
お
受
け
い
た
に
蚤
す
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い

I

い
ず
れ
も
卜
卜

場
・
申
・
問
先
卜
▽
国
道
4
号
線
の
東

側
お
よ
び
千
住
地
区
の
方
・
:東
部
障
害

福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

昔
(
5
6
8
2
)
5
3
7
0

▽
国
道
A
贏

の
西
側
お
よ
び
宮
城
・

小
台
・
新
田
地
区
の
方
…
西
部
障
害
福

祉
総
合
セ
ン
タ
ー

雲
(
3
8
5
3
)
0
6
3
2

第
8
回
　ふ
く
ふ
く
祭
り

日
時
卜
1
1
‥
一
月
2
7
日
出
、午
前
1
0
時
～
午

後
2

時

場
所
卜
綾
瀬
福
祉
園
(

綾
瀬

障
害
福
祉
施
設
内

・
柬
綾

瀬
1
-
2
6
-
2
)

内
容
ト
モ
チ
つ
き
/

和
太
鼓

演
奏
/

活
動
公
開
/

バ
ザ
ー
/

イ
ベ
ン

ト
等

問
先
卜
綾
瀬
福
祉
園

昔
(
3
6
0
5
)
7
1
8
7

障
害
福
祉
計
画
係

(
3
8
8
0
)
5
2
5
5
(
直
通
)

介
護
保
険

ケ
ア
プ
ラ
ン

講
演
会

日
時
日
‥
‥
‥
一
月
1
8
日
團
、午
後
1
時
～
5

時

場
所
卜
区
役
所
庁
舎
ホ
ー
ル

内

容
ト
ケ
ア
プ
ラ
ン
方
式
の
ひ
と
つ

「
居

宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

」
に

つ
い
て
学
び
ま
す
。

講
師
目
白
澤
政

和
氏
(
大
阪
市
立
大
教
授
)

定
員
卜
1
5
0

人
(
先
着
順
)

費
用
卜
無
料

申

込
卜
電
話

申
・
問
先
日
基
幹
介
護
支

援
セ
ン
タ
ー

昔
(
5
6
8
1
)
3
3
7
3
(

直
通
)

母
と
子
の
広
場

育
児
に
つ
い
て
ほ
か

の
お
母
さ
ん
と
話
し

合
い
た
い
方
、
お
友

達
が
ほ
し
い
方
、
集

ま
れ
!

日
時
卜
H
月
2
6日
窗
か
ら
毎
月
第
4
金

曜
日
、
午
前
1
0時
3
0分

対
象
卜江
北

保
健
相
談
所
管
内
の
乳
幼
児
を
も
つ
親

と
子
ど
も

内
容
ト
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

費
用
卜
無
料

申
込
卜当
日
午
前
1
0時

か
ら
直
接
窓
口
へ

場
・
問
先
卜
江
北

保
健
相
談
所昔

(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

高
脂
血
症
予
防
教
室

「し
な
や
か
血
管
さ
ら
さ
ら
血
液
で
若
さ
を
キ
ー
プ
」

日
時
卜
1
2
月
1
日
困
・
8
日
團
(
2
日

制
)
、午
後
L
時
3
0
分
～
4
時
対
象

卜
成
人
病
健
診
で
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
や

中
性
脂
肪
が
高
い
と
言
わ
れ
た
方

内
容
卜
高
脂
血
症
に
つ
い
て
(
医
師
)
/

高
脂
血
症
改
善
の
た
め
の
食
生
活
と
運

動
に
つ
い
て
(
栄
養
士
・
保
健
婦
)

定
員
卜
4
0人
(

先
着
順
)

申
込
卜
電

話
(
1
1一月
1
5
日
か
ら
受
け
付
け
)

場
・

申
・
問
先
卜
江
北
保
健
相
談
所

魯
(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

沖
谷
公
園
の
休
園

沖
谷
公
園
(
谷
中
4
-
1
8
-
1
5
)は
、

改
良
工
事
の
た
め
、
揺
百

月
末
ご
ろ

ま
で
閉
鎖
し
ま
す
。
ご
迷
娶
簒
笳
け

し
ま
す
か
、
ご
協
力
武
勗

い
し
ま
す
。

問
先
卜公
園
緑
地
課

介
護
保
険
Q
&

A

第15回

要
介
護
認
定
不
服
の

申
し
立
て

Q
要
介
護
認
定
は
ど
の
よ
う
に
行
わ

れ
る
の
で
し
ょ
う
か
?

ま
た
、

認
定
結
果
に
不
満
が
あ
る
場
合
は
ど
う

す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
?

A

要
介
護
認
定
は
、
ま
ず
調
査
員
が

ご
自
宅
な
ど
に
伺
い
、
日
常
生
活

や
心
身
の
状
況
等
に
つ
い
て
調
杏
否
行

い
祟
す
。
そ
の
調
査
は
、
概
況
調
査
と
8
5

項
貝
笂
な
る
基
本
調
嫐
と
、
そ
の

詳
細
な
記
述
で
あ
る
特
記
事
項
か
ら
構

成
さ
れ
て
ぃ
ネ
罵

基
本
調
査
を
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
処
理
し
、「L
次
判
定
」を
仔

い
ま
ま
。
こ
の
調
査
・
判
定
は
全
国
一

律
の
基
準
に
よ
り
行
わ
れ
る
こ
と
で
客

観
性
、
公
平
性
を
保
ち
季
す
。
ご
本
人

が
回
答
で
忝
な
い
場
合
に
は
、
ご
家
族

の
方
に
お
塑
子

る
こ
と
も
あ
ひ
豕
T

そ
し
て
、「
調
舂

陷
特
記
事
項
」、「
主

治
医
意
見
書
」
兔
お
せ
て
、
保
健
・

医
療
・
福
祉
の
専
門
家
で
構
成
さ
れ
る

介
護
認
定
審
杳
套
で
「2
次
判
定
」
を

行
い
ま
す
。
そ
の
判
定
に
基
弓
き
、
認

定
結
果
豪
不
入
に
通
知
し
ま
す
。

認
定
結
果
に
不
満
が
あ
る
場
合
は
、

介
護
保
険
課
に
お
問
い
合
わ
せ
ぐ
だ
さ

い
。
認
定
後
、
申
請
時
に
比
べ
て
心
身

の
状
態
に
変
化
が
あ
っ
た
場
合
な
ど
は
、

要
介
護
認
定
の
変
更
申
請
が
で
章
豕
歹
。

最
終
的
に
は
東
京
都
に
設
置
さ
れ
て
い

る
「
介
護
保
険
審
査
今

に
不
服
の
申

立
て
夸
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

{
介
護
保
険
課
}

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

東
京
の
同
和
問
題
②

大
正
時
代
に
は
あ
っ
た
里
示
の
同
和

地
区
が
、
現
在
明
確
で
な
い
の
は
ご
つ

し
て
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
は
、
明
治
以
降
に
あ
っ
た
関
東

大
震
災
、
戦
災
に
よ
る
二
度
の
大
膏
な

変
化
と
戦
後
の
高
度
経
済
成
長
期
を
頂

点
y
夛
る
人
口
、
産
業
の
極
度
の
集
中

に
よ
っ
て
東
京
は
巨
大
化
し
、
旧
来
の

地
域
的
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
急
激
に
崩
壊

し
つ
つ
あ
る
か
ら
ア
夛

。

い
わ
ゆ
る
被
差
別
部
落
(
同
和
地

区
)
の
地
域
が
明
確
で
な
く
な
り
、
ま

た

、
人
口
や
産
業
の
集
中
化
に
と
も
な

い

、
一
段
と
混
在
が
進
ん
だ
の
で
す

。

し
か
叭
夭

都
市
特
有
の
意
識
傾
向
と
し

て

、
自
分
に
直
接
関
係
の
な
い
も
の
に

対
し
て
は
無
関
心
だ
と
い
う
こ
と
も
あ

り
ま
す

。
し
か
し

、
歴
史
的
に
み
て
被

差
別
部
落
が
設
け
負

た
の
は
明
ら
か

で
あ
り

、
衷

鐵

実
に
さ
ま
ざ
豕
な
問

題
が
お
き
て
い
ま
す

。

差
別
の
一
つ
に
就
職
差
別
が
あ
n
ま

す

。
就
職
差
別
と
は

、
本
人
の
能
力
に

関
係
な
く
、
同
和
地
区
出
身
者
で
あ
る

こ
と
に
よ
っ
て

、
就
職
に
あ
た
っ
て
差

別
さ
れ
る
こ
と
で
す

。

○
問
い
合
わ
せ
は
、
同
和
対
策
相
当
へ
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講
演
会

ち
ょ
っ
と
肝
臓
が
気
に
な
る
方
へ

ア
ル
コ
ー
ル
を
科
学
す
る
パ
ー
ト
2

脳
と
肝
臓
に
ど
り
よ
う
に
作
用
す
る

か
具
体
的
に
考
え
ま
す
。日
時
日
1
1

月
2
5
日
采
)
、午
後
1
時
3
0
分
～
4
時

講
師
り
後
藤
惠
氏
(
成
増
厚
生
病
院
医

師
)

定
員
卜
3
0人
(
先
着
順
)

費

用
卜
無
料

申
込
日
電
話

場
・
申
・

問
先
卜江
北
保
健
相
談
所

酋
(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

食
と
健
康
教
室
(
2
日
制
)

《
知
っ
て
得
す
る
食
物
繊
維
》

生
活
習
慣
訶
予
防
に
効
果
が
あ
る
と

い
わ
れ
る
食
物
繊
維
に
つ
い
て
考
え
ま

す
。

日
時
卜
1
9
一
月
1
日
困
・
8
日
南
、

午
後
1
時
3
0分
～
3
時
3
0分

内
容
卜

適
量
の
食
物
繊
維
を
上
手
に
と
る
食
・

事
・
自
宅
で
で
き
る
簡
単
体
操

定

員
卜
2
5人
(
先
着
順
)

費
用
卜
無
料

場
・
申
・
問
先
卜
足
立
保
健
所
栄
養
指

導容
(
3
8
5
5
)
4
1
6
6
(

直
通
)

ぜ
ん
息
を
お
持
ち
の
方
へ

講
演
会
と
音
楽
教
室
(
腹
式
呼
吸
)

ぜ
ん
息
講
演
会

日
時
目
H
月
2
6日
窗
、
午
後
2
時
～
4

時
3
0分

場
所
トエ
ル

ーソ
フ
ィ
ア

対
象
卜
ぜ
ん
息
を
治
療
中
の
方
ま
た
は

家
族

内
容
卜
最
新
の
治
療
法
や
上
手

な
医
者
の
か
か
り
方

講
師
卜
朱
殷
浩

氏
(
駅
ビ
ル
医
院
せ
ん
げ
ん
台
医
師
)

ぜ
ん
息
児
音
楽
療
法
教
室

日
時
卜
1
2月
8
日
團
・
9
日
團
・
1
0窗
(
3

日
制
)
、
午
後
2
時
歿
7
4

時

場
所
ト
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
対
象
日
ぜ

ん
息
啻
冶
療
中
の
3
歳
～
小
学
3
年
生

ま
で
の
児
童
と
保
護
者

内
容
卜
音
楽

を
通
し
て
発
作
の
予
防
と
軽
減
に
役
立

つ
腹
式
呼
吸
を
身
に
つ
け
ま
す

※
動

き
や
す
い
服
装
で

講
師
目
福
田
義
子

氏
(
日
本
音
楽
療
法
研
究
連
合
幹
事
)

-

い
ず
れ
も
トト
ト

費
用
卜
無
料

申
込
日
電
話

申
・
問

先
卜公
害
補
償
係

鶏
卵
に
賞
味
期
限
が

表
示
さ
れ
ま
し
た

近
年
、
卵
類
お
よ
び
そ
の
加
工
品
に

よ
る
サ
ル
モ
ネ
ラ
の
食
中
毒
が
多
発
し

て
い
ま
す

。
こ
の
た
め

、
厚
生
省
は
規

則
啻
改
正
し

、
鶏
卵
に
つ
い
て
新
た
に

表
示
基
準
を
定
め

、1
1
1
1

一
月
1
日
か
ら
施

行
さ
れ
ま
し
た

。

表
示
内
容
卜
表
2

※
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
は
生
食
で
あ
る
旨
の

ほ
か
、
賞
味
期
限

、
保
存
方
法
、
使
用

方
法
、
包
装
(
採
卵
)

場
所
が
表
示
さ

れ
嫐
歹
。
鶏
卵
を
購
入
さ
れ
る
際
は
表

示
を
ま
く
確
認
し

、
使
用
お
よ
び
保
存

方
法
を
守
り
ま
し
ょ
う

。

問
先
日
足

立
保
健
所
食
品
衛
生
係

豐
(
3
8
5
5
)
4
3
9
9
(

直
通
)

千
住
保
健
所昔

(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

表2　 鶏卵( 生食用) の表示例

訪
問
指
導
員
・
パ
ー
ト
職
員
募
集

保
健
婦
(
士
)
・
助
産
婦
・
看
護
婦
(
士
)

対
象
目
5
0歳ま
で
の
有
資
格
者

勤
務

場
所
卜
足
立
保
健
所

業
務
内
容
卜
訪

問
指
導
・
健
診
補
助
な
ど

採
用
方

法
卜面
接

採
用
予
定
日
卜
1
2年
4
月

定
員
卜
若
干
名

申
込
卜
電
話

申
・

問
先
日
足
立
保
健
所
母
子
保
健
係

登
(
3
8
5
5
)
4
1
5
3
(直
通
)

わ
か
り
や
す
い
予
防
接
種
の
話

風
し
ん
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な

ど

、

接
種
の
ポ
イ
ン
ト
を
学
び
ま
し
ょ
う

。

日
時
卜
1
1‥月
2
5
日
團

、
午
後
1

時
～
3

時

場

所
ト
ギ
ャ
ラ
ク

シ
テ

ィ

対

象
卜
区
民

講
師
卜
和
田
紀
之
氏
(
足

立
区

医

師

会

公

衆

衛

生

担
当

理

事
)

定
員
卜
1
0
0
人
(
先
着
順
)

費

用
H
無
料

申
込
卜
電
話

※
保
育
あ

り

申
・
問
先
卜
足
立
保
健
所
保
健
指

導
第
丁

二
係

a
(
3
8
5
5
)
4
1
5
5
(

直
通
)

歯周病健診

若いうちから
歯の健康管理

日
時
卜
1
1
月
2
4
日
團
、午
後
1
時
1
5
分
～

2
時
3
0分

対
象
卜
2
0歳
～
3
9歳
ま

で
の
区
民

内
容
卜
歯
周
病
な
ど
の
歯

科
健
診
/
健
康
教
育
/
相
談

定
員
目
3
5

人
(
先
着
順
)

申
込
卜
電
話
ま
た

は
直
接
窓
口

場
・
申
・
問
先
卜
足
立

保
健
所
歯
科
衛
生

容
(
3
8
5
5
)
4
1
5
4
(

直
通
)

女
性
の
た
め
の
講
演
会

「
自
分
自
身
の
こ
と
だ
か
ら
…
今
考
え
て
み
よ
う
」

日
時
H
1
1一
月
3
0
日
脚
・
1
2
月
1
3
日
囲
(
2

日
制
)
、
午
後
1

時
3
0
分
A

時
3
0

分

内
容
卜
▽
1
日
目
…
女
性
の
か
ら

だ
と
そ
の
リ
ズ
ム

▽
2

日
目
・
:
ピ
ル

を
D
o
(

ご
つ
)

す
る
?
/

ピ
ル
の

す

べ
て

講
師
卜
藤
丸
純
一
氏
(

藤
丸
産

婦
人
科
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
医
師
)

定
員
日
4
0人
(
先
着
順
)

費
用
日
無

料

申
込
目
電
話

場
・
問
先
卜
千
住

保
健
所

登
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

要介護認定の
申請はお忘れなく

相 談 ・ 申 請 は
、

介護保険課、各 福祉事務所へ

中部福祉事務所( 区倪所 内)
3880―5880( 直通) I

沂 住福祉事務所 　3888- 3141
東部福祉事務所 　3605- 7105
西部福祉事務所 　3897- 5011
北部福祉事務所 　3883- 6800

ワンポ イント
健 康

術

【肩こ り にな らな い ため に】

前回のr 肩こりを ほぐすための体操 』はい かがでし たか。と
ても気持ちが良 かった、すっきりした‥・。それはあくまで一時
的な解消方法 です。また不自然な姿 勢、ストレ ス。運動不足状
態が続けば すぐ に 〝こり

〟
はや ってき ます。弱化し ている筋肉

を 強くして 、悪 い姿勢を正していけば 大部分の肩こりが消えて
い くでし ょう 。そこで今回は、肩、首 、背中周辺の筋肉を強く
する運動に チャレ ンジし て みまし ょう 。

ダンベ ルを 使って

・両肩にダンベルを
背負い、耳の横を通
るように交互に上げ
下げ

・ひじ を曲げて、
ダ ンベルを引き上
げ る

・両腕に ぶら 下げ
たダンベ ルを 、そ
のまま腕 の下に巻
き上げ、下ろ す

・軽くひじ を曲
げ、両腕を肩の
高さまで上げる

チ ューブを 使って

・両手で チュ
ーブをお へそ
の方に引き 寄
せる

・チ ューブの中央
あ たり を踏んで固
定し 、状態を前傾
にし てチューブをt
麦方に弓Iく

・ 片 方 の チ ュ ーブ を 固
定 し ひ じ を 曲 げ 、 腰 の
高 さ ぐ ら い で 構 え る 。
そ し て 、 ひ じ を 固 定 し
体 の 内 側 に 弧 を 描 く よ
う に弓1く( 次は 体 の 外
側 に 引 く)※ 動作は反動をつけ ず行います。戻すとき

は 特に意識をし てゆっくり戻し まし ょう
※ 回数は10～15回粹忿( 重さや強さもこの
回数ができ る程度のも のを選びまし ょう)

※ 動作中の呼吸 は、力を 入れるときに吐き、
ゆるめるとき に吸います

《体育課》

11月23 日(祝)は

足立銭湯の日

この 日、 区内の銭湯は
割引料金 となり、 大人200
円、 中人( 車学 生) 50
円、小 人( 幼児) 無

料で利 用できます。
問先= 保健 管理課管理
係

あなたの相談室 場所= 区役所北館2階 費用= 無料
問先= 広聴相談係03880- 5111 ㈹

秘密厳守

※ 土曜・日曜・祝日はお休みです
○ 住宅修繕をお考えの方へ、区内建築業者の連合団体を紹介しています。電話でお申
し込みください。
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多世代に魅力のあるまちづくり
～住み続けることのできるまちを目指して～

觚- ` では現在、持続可能な地域づくりの考え方をもr

辷多世界力寥々1売けやことのできる采ぢをつく

叭ためヽ住宅゛環境` ・商業' ‘ コミIユーテ彳などさま　　y' 、。、- ?厂4・
笳まな観点から住民参加によるまちづくりに取り組

yんでいます。ここではふそれ、らの、まちづくりの現状y

課題について、またごまちづくりを研究する場とも

て足立区まぢづくり推進連絡` 会か主催する「あだ私

まちづくりフ、オーラムい こついて紹介しますいI

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
ま
ち
づ
く
り

□
求
め
ら
れ
る
連
帯
意
識

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
い
う
I
。冩
葉
か
ら
は

こ
ん
な
こ

と
が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
ま
す
。

。近
隣
同
士
の

交
流
」「
均
域
の
問
題
を

解
決
し
て
い

く
共
同
意
識
」「
地
区
の
連

帯
・
ふ
な

い

・
助
け
き
り

な
ど
で

す
。
今
、
地
域
の
コ
ミ

ー
一
テ
ィ
は
一

体
ど
弓
な

っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

私
た
ち
か

住
ん
で
い
勇

心
立
区
は
、

急
激
に
都
市
化
が
逓
み
、
便
利
で
、
多

様
な
牛
冢
を

実
現
し
て
き
ま
し

た
。
そ

の
一
方
で

核
家
族
化
の
進
行
や
近
隣
同

士
の
交
流
か
希
庫
に
な
る
な
ど

、
連
帯

し
て
地
域
の
問
題
を
解
決
し
て
い
く
共

同
意
諏
が
低
下
し
て
い
る
の
で
は
な
い

で
し
さ

ぶ

。
こ
冫
1
た

中
、
阪
神
・

淡
路
大
農
災
や
高
齢
者
の
孤
独
死
な
ど

は
、
地
域

社
会
で
助
け
今
昔

左

の
大

弓

冢

豕

凡
て
ぐ
れ
た
と
思
い
ま
す
。

現
在
、
ま
ち
づ
く
尽
防
災
対
策
、

少
子
高
齢
化
対
応
、
子
y
遐
た
ち
の
健

全
弯
呎
な
ど
地
域
で
収
り
艇
む
べ
き
I探

黽
が
数
多
く
あ
2

孑

。

こ
う
し
た
状
況
に
お
い
て
。
よ
り
安

全
で
釁
か
な
牛
穽
覃

還

れ
ま

っ
に
す

る
に
は

、
地
元
の
方
が
協
力
し
て
コ

ミ

ご
I
テ
ィ
啻

淫

祀

す
る
こ
と
か
強
く

求
め
瓦

て
い
ま
す
。

□

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
に
向
け
て

私た
ちほ
ど
宮
丿

鼠
み
を

し
て
い
け
幤
`
い
の
で
し
よ
冫
か
。

第
一
に
、
ふ
れ
あ
い
と
交
流
の
場
や

機
会
つ
く
り
で

す
。
4
か

な
生
活
に
は

、

地

嫉
で
の
ふ
れ
あ
い
や
交
流
は
欠
か
せ

ま
せ
ん
。
近
隣
同
士
の
間
に
、
口
常
的

な

あ
い
さ
つ
が
な
い
状
況
を
目
に
し
ま

す
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
形
成
の
第
一
歩
は

、

お
互
い
を
知
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

人
々
が
声
聚
か
け

あ
い
、
ふ
れ
あ
い
の

飜
を
つ
く
る
場
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

区
は
、
住
区
セ
ン

タ
ー
で
の
活
動
や
健

康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
盆
踊
り
、
小
・

中
学
校
岑
鬩

放
し
た
地
域
の
屈
勦
会
な

ど
活
動
の
場
の

提
供
を

勧
め
、
あ
ゝ
砿

る
こ
と
を
契
機
に
活
動
の
輪
か
広
が
る

恚
7
文
援
し
て
い
ま
す
。

第
二
に
、
地
域
愽
報
?
ツ
ト
ワ
ー

ク
化
で
す

。
今

、
地
域
で
阿
か
間
迴
と

な
っ
て
い
る
の

か

、
誰
が
阿
を
求
め
て

い
る
の
か

。
地
域
住
民

、
企
業

、
付
政

が
情
報
を
発

信
し
あ
い

、
倩
報
を
兵

有

し
て
い
く
こ
と
が
匝
要
で
す

。
そ
う
い

っ
た
膺
畷
を
地
域
全
体
に
周
知
す
る
こ

と

が
で
き
れ
ば

、
住
民
の
地
岐
へ
の
関

心
は
お
の
ず
こ
高
ま
り

、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
活
動
も
活
発
化
し
て
い
さ
ま
す

。

第
三
に
、新
た
な
る
市
民
活
動
へ
の

支
援
体
制
つ
く
り
で
す
。災
客
時
に
力

を
発
揮
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
靭
や
N

P
O
法
(
特
定
非
常
利
活
動
促
進
拡
)

の
男
口
を
契
機
に
、ら
畄
市
苫
叭
`
は
、

柔
軟
畦
・
機
動
性
・
先
駆
性
宮

卮
か
し

、

コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
創
廼
や
活
性
化
に
咀

笈

役
割
梟

尓

と

考
凡
穴

ま
す

最
近
は
地
域
で
発
生
す
る
肖
噸
も
多
様

で
あ
り

、
問
題

解
決
に
は

、
町
会
・
自

兜

暴

動
と

新
た
な
る
市
民
活
動
等
が

一
緒
に
な
っ
て
取
り
咀
む
な
ど
刄
携
体

制
を
構
築
し
て
い
く
こ

仁
印
(
切
千
考

□
人
間
性
豊
か
な
生
活
の
実
現

私
た
ち
の
ま
ち
に
は
、環
跼
に
や
さ

し
い
循
環
型
の
地
域
づ
く
り
、庄
ま
い

づ
く
り
、地
域
商
業
の
活
性
化
な
ど
課

蹈
が
山
研
し
て
い
ま
す
。コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
活
性
化
は
、こ
ひ
り
の
課
心
を
盾

決
す
る
た
め
に
必
要
不
可
欠
な
亭
で
y

地
域
に
安
心
し
て
庄
み
歿
y
だ
め
の

助
は

い

の
土

墳
を
奐

く
こ
と
に
よ
っ

て

、
よ
昊

間

性
莪
か
な
生
活
か
実
現

し
て
い
く
で
し
ょ
う

。

問
先
卜
ま
ち

づ
く
り
推
進
係

a
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

地
域
商
業
の
活
性
化
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

□
あ
の
こ
ろ
、
そ
し
て
今

「
僕
が
ま
だ
幼
碓
園
に
通
っ
て
い
た

こ
ろ

、
お

殖
怎

冐

冫

の
て
初
め
て
の

お
使
い
隘
口
っ
だ
の
は

、
謌
W

癧
っ

た
公
園
の

向
こ
う
に
画

忠
居

何

人

か
た
く
さ
ん
固
て

、
お
店
が
い

っ
ぱ
い

あ
っ
て

、
ち
ょ
っ
と

心
紹
ぐ
な
っ
ち
ゃ

っ
な

ベ
ソ
を
か
膏
そ

っ
に
な
っ
た
と

き

、
ど
っ
か
の
お
ば
齏

か
が
パ
ン
屋
さ

ん
ま
で
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
た

っ
け
」

「
家
に
ラ
ン
ド
セ
ル
を
畷
い
て

き
た
ら

、

集
合
だ
よ

。
待
兌

お

せ
場
所
は
い
つ

も
同
じ

。
約
束
を
し
て
い
な
く
て

も
あ

そ
こ
の
お
菓
子
旨
洫
ん

に
行
け
ば
友
達

に
会
え
た
よ
」
小
さ
か
っ
た
こ
ろ

、
誰

に
で
も
経
験
か
あ
る
の
で

は
な
い
で
し

ょ
う

か
。
こ
ん
な
夂

笳

居

さ
ん
に
提

供
し
て
い
る
の
が
地
域
商
業
で
す

。
元

気
な
商
店
衝
は

、
人
々
の

出
会
い
や
ふ

れ
あ
い
の
塲
と
し
て
い
つ

も
身
近
に
あ

り
ま
レ
弓

か
つ
て
地
域
商
栗
は

、
、M

う
・
食
べ
る
・
透
ぶ
・
憩
う
」
と
い
う

行
靡

置

若
し

、
人
々
の

ふ
れ
あ
い
の

場
と
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
核
的

役
割

を
担
っ
て

忝
尹

処

。
袤
だ

、
時
代
変

化
へ
い
梟
早
く
対
応
し

、
片
荅
に
は
流

忖
の
仕
掛
け
人
と
し
て

地
域
活
力
の
原

動
力
に
な
っ
て
鳶
汞

し
た

。

し
か
し
現
在
、大
規
唳
店
舗
の
出
店

昊
々
の
一
フ
ズ
の
多
様
化
、急
激
な

社
会
状
況
の
変
化
な
ど
の
影
響
を
受
け
、

地
撼
穗
業
の
活
気
か
失
わ
れ
つ
つ
あ
り

ま
す
。ま
た
、巌
し
い
状
況
の
中
で
は
、

商
店
の
後
継
者
厦
保
も
難
し
く
、赳
店

衝
に
謎
姜
脾
舗
が
口
立
つ
ぷ
つ
に
な

っ
て
孝
豕
し
た
。そ
の
こ
と
が
、地
域

の
活
畦
化
や
ギ
石
の
忌
曜
の
阻
害
に
通

じ
。人
々
の
生
活
に
大
き
な
彫
響
を
お

よ
啄
で
y
か
ら
、日
々
深
刻
化
す
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
励
衷
の
I
-
因
と

も
な
っ

て
い
ま
す

。

□
可
能
性
を
求
め
て

住
民
£
蜜
じ
た
地
域
商
業
、商
店

街
は
、こ
れ
か
ら
の
ま
ち
つ
く
り
に
ど

宮
7
な
可
能
性
を
持
っ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。人
々
の
出
会
い
や
ふ
れ
あ

い
の
珊
と
し
て
、ま
た
、人
々
か
集
う

と
こ
ろ
か
ら
派
牛
于
る
哂
報
の
発
仁
基

地
と
し
て
、地
域
の
個
性
や
兔
ち
の
顔

峇
譱
り
出
す
極
め
て
雲
畏
な
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
拠
点
の
ひ
こ
つ
で
あ
χ
原
謳
え

ら
れ
恵
一
。ま
さ
に
地
域
の
活
性
化
や

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
対
し
、楽
し
い
仕
掛

け
や
限
り
な
い
可
能
性
が
秘
や
片
て

い
ゑ
`
箱
と
い
え
ま
す
。

今

、
地
域
只

と
と
も
に
菷

忿

覦

商
業
と
し
刄

「
頼
り
に
さ

れ
る

商
店

汐

を
口

指
し

、
今
ま
で
の
枠
奮

収
っ

て
頑
張
っ
て
い
る

心
気
な
9

瓷

累

あ

口
ま

す

。
ま
た
一
方
で
は

、
昨
年
7
月

謝

打
と
な
っ
た
巾
ふ
市
街
地
活
怜
犯

峡

か

、
地
域

葭
業
渺
汞

ち
づ
く
り
の
推
進

力
と
し
て

期
待
さ
れ
て
い
ま
す

。
巾
心

市
街
地
活
件
化

法
は

、
通
産
省

、
建
設

省

、
自
治
省
な
ど

、
関

係
1
3省
庁
が
連

艇
U

、
衰
退
・
空
洞
化

が
進
む
中
心
市

街
地
の
再
生
受

凶
る
た
め

、
市
衝
地
の

整
備
改
善
亭
奨

、
商
業
等
の
活
性
化
支

援
な
ど
碪
心
的
な
対
策
奮
倪
進
す
る
も

の
で
于

。
街
の
中
心
部
を
再
幤
霏
し
て

、

快
適
で
に

ぎ
わ
い
の

あ
る

「
ま
ち

の

顏
」
を
f
n

だ
し

、
地
祉
岔
俸
の
恬
性

化
夲
図

る
こ
淞
浴
G

的
と
し
て
い
ま
す

。

区
で
は

蒭
わ
り
つ
つ
菷

奪

罕

住
駅
西

囗
局
辺
地
区
を
中
心
市
街
地
と
し
て
想

定
し

、
基
本
-計
回
づ
く
り
呑
冦
め
て
い

ま
す

。

□
と
も
に
成
長
す
る
ま
ち
へ

下
町
と
い
わ
れ
る
足
斌
区
に
は
、人

の
つ
な
が
泉
ふ
れ
あ
い
な
ど
、社
会

環
境
の
波
を
受
け
、失
っ
て
し
ま
い
が

ち
な
暖
か
さ
か
ま
だ
残
っ
て
い
市
子
。

人
が
住
み
、弯
ち
、学
び
、働
き
、交

流
す
る
塲
を
聒
力
的
に
再
生
し
、購
買

意
似
が
形
を
苣
え
、商
業
夲
通
じ
て
ま

た
地
域
に
億
。九
さ
れ
る
ぷ
つ
な
好
循
環

か
積
極
的
に
図
肖
ぱ
、地
域
ふ
床

か
こ
れ
ま
で
以
上
に
潤
い
の
萼
り
も
の

ど
な
る
で
し
ょ
う
。2
1
掛
耙
を
り
前
に

控
え
、そ
こ
に
庄
ん
で
い
る
y
y
ぷ
胯

り
と
な
る
ぷ
冫
笛
も
へ
の
転
拠
に
地

域
商
業
が
只
た
せ
る
役
制
は
大
畑
く
、

次
尺
未
来
へ
の
扉
を
閧
く
I
本
の
重

襲
y
丁
と
な
る
と
考
え
ら
れ
嫐
罵

問
先
卜
歩

弓

く
り
推
進
係

昔
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

▲ 中心市街地に想定されている北千住駅西口
周辺

あ
だ
ち
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
　
1
1
/
2
3
(

祝
)

今
年
で
1
2
回
日
笳
廼
え
る
「あ
だ
ち

衣
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
」が
。昨
年

に
引
き
続
き
『ま
ち
づ
く
?
ラ
ス
ト

講
演
会
』
夊

阮

で
閾
催
さ
れ
ま
す

。

「
持
続
可
能
な
地
域
つ

く
り
は

ど
う
あ

る
べ
克

万

・
(
住
み
続
け
る
こ
と
の
で

き
る
ま
ち

を
口
指
し
て
)
-
を
テ
ー
マ

に

、
戚
演
会
や
調
査
研
究
を
行

っ
て
い

る
地
元
グ
ル

ー
プ
に
よ
る
発
表
、
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
と
お
し
て
七

え
ま
す
。

当
日
は
、
ま
ち
つ
く
り
事
業
の
紹
介

パ
ネ
ル
展
示
や
『
第
扣
回
足
立
区
野
外

彫
刻
コ
ン
ク
ー
ル
』
の
作
品
展
示
、
住

宅
相
躋

な
ど
稻

閧
催
し
、
大
変
興
味
深

い
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。「
ま
ち
づ

く

り
フ
ォ

ー
ラ
ム
」
へ
の
皆
さ
ん
の

霽
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日

程
等
卜

表
1

場
所
卜
ぼ
役
所
1

階
ロ
ビ
ー
、

‘区
-
[ホ

ー
ル

問
先
卜
廖
石
つ

く
り
葆

S
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

ま
ち
づ
く
り
公

社

さ
(
3
～
O
)
5
7
1
よ
直
通
)

表1　 あだちまちづくりフォーラム・トラスト講演会

ま
ち
づ
く
り
と
住
宅
政
策

□
住
宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

平
成
5

乍
1
月
に
第

。
次
住
宅
マ
ス

タ
ー

プ
ラ
ン
を
策
定
し
て
か
ら
犂

く
も
6

年
が
過

孝
求
し
た
。
こ
の
問
に
は
、

予
塋
7

向

泰

子
・
高
齢
化
の
鴪
辰

を
始
め
、
阪
神
-

淡
路
大
懈

入、
都
区

制
度
改
革
、
介
護
保
険
制
度
の
実
他
な

ど
、
区
の

庄
岔

収
策
を
と
り
ま

く
環
境

は
大
癶
廼

変
化
し
て

膏
汞

し
べ

こ
う
し
た
状
況
の
変
化
を
県
恚
ズ
?
、

H
年
3
月
に
第
二
叭
僅
宅
マ
ス
ター
プ

ラ
ン
嚢
`
定
し
ま
し
た
。
こ
の
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
は
、「
ゆ
と
り
あ
ゑ

蚤

い
・

住
環
境
の
実
現
」
を
尽
禾
穗
『
苔

し
、

①
住
宅
の
選
択
に
困
ら
ず
長
く
庄
み
続

け
ら
れ
る
ま
ち

②
女
全
で
快
煢

注

環
境
の
中
で
生
き
生
き
と
楽
し
く
暮
ら

せ
る
ま
ち
、
の
2
つ
の
冂
襟
を
掲
げ
て

い

ま
す
。

そ
の
目
的
は
、
区
民
の
生
活
の

安
定

お
よ
び
向
上
を
目

指
し
て
、
良
賢
な
住

宅
の
確
保
と
良
好
な
住
環
境
の
形
成
を

図
る
た
め
、
区
の

実
施
す
る
住
宅
政
策

麌
酊
画
的
か
つ

総
合
的
に
推
進
す
る
も

の
で

罵

そ
の
内

容
は
第
一
に

「
推
進

す
る

庄
宅
施
策
」
と
し
て
、
①
フ
ァ
ミ

リ
ー
§

を
巾
心
と
し
た
多
世
代
居
住
型

の
住
宅
施
策

②
ま
茗

づ
く
6
と

連
携

し
た
住
宅
・
住
環
境
の
弗
備

卯
高
齢

者
住
宅
の

整
備
と
バ
リ
ア
フ
リ

ー
の
推

延

④
ま
ち
つ
く
り
資
源
と
し
て
の
公

共
住
宅
(

都
住
-

公
社
・
公
団
)

の
整

備

⑤
ぼ
が
公
共
団
休
と
し
て
粱
た
す

べ
き
役
割
な
ど

。
住
宅
・
多

弓

く
り

施
策
を
巾
心
と
し
て

、
体
系
的
な
整
理

を
行
い
ま
址

。
第
二
に

「
住
宅
巾
街

均
整
偉
の

方
向
」
と
し
て

、X
の
各
地

域
は
そ
の
発
展
の
経
柆
や
立
地
に
よ
り

、

様
々
な
住
宅
巾
街
地
か
ら
構
成
さ
れ
て

い
廖
歹
の
で

、
特
色
菷
忿

筱
ヌ
夛

る

た
め
に

、X

全
体
黔
i
つ
の
雨

街
地
像

に
分
け
て

、
そ
れ
ぞ
れ
将
来
に
向
け
た

口

標
と
施
策
の
塞
本
方
針
{冨

と

め
ま

し
た

。

□
ま
ち
づ
く
り
と
の
連
携

様
々
な
住
宅
施
策
念
節
し
て
い
く

に
は
、吏
り
づ
く
り
と
の
諸
ぶ
考
え

て
い
く
こ
と
か
重
要
y
夛
。阪
神
・
淡

蹄
大
震
災
の
教
訓
か
ら

、
老
朽
化
し
た

木
造
活

画

築
地
禰
な
ど
で
は
早
急
な

改
善
が
必
娶
で

て

こ
冫

し
た
地
域
に
お
い
て
は
訂
画
的

な
多
9
つ
く
n
を
進
め
、よ
里
い
住

宅
・
住
環
魂
を
創
っ
て
い
く
こ
と
が
大

切
に
な
ひ
巫
y
。ま
た
、す
で
に
良
好

な

庄
環
境
岑
彩

成
し
て
い
る
僅
宅
地
で

も

、
居
住
す
夭

々
の
世
代
交
代
と
と

も
に

、
宅
地
の

細
分
化
な
ど
に
よ
っ
て

居
住
環
境
が
悪
化
す
る
お
そ
れ
も
あ
り

ま
す

。
さ
ら
に

、
日
暮
里
・
舎
人
線

。

常
磐
新
線
の
沿

線
開
発
に
合
わ
せ
た
ま

ち
つ
く
り
や
駅
前
愬

笛

沢
辺
地
域

、

大
規
怏
な
工
場
跡
地

、
市
街
地
の
整
備

な
ど

。
都
市
姙
整

扁

化
に
も
工
夫
を

し

、
区
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
や
高
齢
弓

に
配
慮
し
た
多
世
代
が
住
み
萌
け

れ

る

萋
り
づ
く
り
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
す
べ
て
が
i
ち
づ
く
り
」

と
い
う
人
癶
な
役
割
を
も
っ
た
活
動
と

し
て
、
区
民
・
亊
某
者
・
N
P
o
活
動

圃
体
な
ど
と
協
力
し
て
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
し
て
い
く
こ
と
か
m
な
採
迴
と

な
っ
て
い
`
ヂ
。

□

住
宅
・
住
環
境
の
整
備
に
向
け
て

住
み
た
い
ま
ち
に
長

く
心
む
た
め
に

は
口
分
の
尽

戸

芳

に

あ
っ
た
住
宅
を

見
つ
け

る
こ
と
か
不
可

欠
で
あ
り
、
必

要
に
応
じ
て
住
み
呑
え

が
で
祭

累

鏡

か
な
け
れ
ば
な
n
ま

せ
ん
。
袤
た
、
そ

の
地
域
内
ヅ
さ

イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
合
わ

せ
て
必
要
な
7
る
住
ま
い
汳

耳

に
選

べ
る
冫

と
が
、
地
m
o
o
'
*

■く
住

み
碕
け
う
れ
る
条
件
と
な
り
未

了
。
さ

ら
に
。
住
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

「
ま
ち
づ
く
り
」
と
し
て
安
全
-
快
適

な
ゆ
と
n
ゑ
芯
住
環
境
を
区
民
冫
こ
も

に
つ
く
?
げ
て
い
く
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
誰
も
か
生
4
生
き
と
楽
し
く
葬
ら

せ
る
駅
力
あ
挈
呑
や
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
づ
く
n
忝
擾
進
し
て
い
く
こ
と
が
特

に
大
切
y
な
り
豕
す
。

区
で
呀
≒
じ
た
住
宅
・
住
環
塊
の

実
現
に
向
け
て
多
様
な
施
策
2
お
せ

活
用
(
ポ
リ
シ
ー
ミ
ッ
ク
ス
)
を
図
っ

て
い
膏
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
問

先
u
住
宅
課
住
宅
計
画

魯
(
a
8
)
5
1
1
1

㈹

ご
存
じ
で
す
か

沿
道
地
区
計
画
制
度

区
で
は
、
幹
線
道
路
沿
道
の

交
通
騒

音
に
よ
り
生
じ
る
障
害
の
防
止
と
迴
正

か
つ
合
理
的
な
土
地
利
用
の
促
進
奎

図

る
た
め
。
国

道
4
号
(

荒
川
以
北
)

と

環
状
7

号
線
沿
道
の
沿
迺
地
ぼ
計
画
を

定
め
て
い
ま

す
。

沿
道
地
区

計
画
の
区
域
内
(
沿
道
の

お
お
む
ね
3
0
m
)
に
お
い
て

次
の
行
為

を
行
う
廓
合
は

、
豬
篥

確
認
巾
躋
と
は

別
に
当
該
行
為
の
槊
チ
の
3
0
日
前
ま
で

に
届
出
が
必
嬰
も

冐

ま

す
。
①
土
地

の
区
回
形
賢
の
変
更
②
建
築
物
の

新
築
、

改
築
寓
雇

瑜

築
③
建
築
物
の
用
途
、

形
態
胥

ぽ

意
匠
の

変
更

沿

道
地
区
計
画
に
伴
う
条
例
厠
行
前

に
建
築
さ
れ
た
住
宅
な
ど
に
つ
い
て
は
、

居
室
(

沿
逎
の
お
お
む
ね
2
0
m
の
区
峨

内
)

に
対
す
る
防
音
工
乎
費
の
一
郡
助

虞
制
度
が
あ
叺
ポ
7

。
ま
た
、
騒
音
が

背
陵
へ
通
り
抜
け
な
い
よ

う
な
建
物

(
緩
衝
建
築
物
)
に
す
る
た
め
の

建
築

費
な
y
妛

一
部
助
成
す
る
制
窓
も

あ
り

祟
歹
。

間
先
日
陌

令
召

づ
く
時
葆
　

S
(
1
0
)
5
1
1
1

㈹

フ
ロ
ン
の
回
収
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

区
で
は
オ
y
ン
騷
保
護
の
た
め
、
フ

ロ
ン
の
回
収
を
し
て
い
ホ
T

。
冷
蔵
市

や
エ
ア
コ
ン
、
自
動
車
を
鳫
棄
す
る
'
」

貴
ほ

ぶ
W

取

り
先
に
必
ず
フ
ロ
ン
回

収
を
し
て
か
ら
笳
刀
す
ま

つ
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。
区
内
で
フ
ロ
ン
回
収
を

し
て
い
る
戻
棄
物
処
値

署

は
次
の
と

お
り
で

す
。

・
エ
ア
コ
ン
・
冷
蔵
庫

都
漬
掃
㈱

昔
(
3
6
0
6
)
0
1
3
5

東
栄
興
業
㈱a

(
3
8
9
7
)
8
6
0
6

・
エ
ア
コ
ン
の
み

産
業
廃
乗
物
処
理
セ
ン
タ
ー
㈱

?
e
)
0
2
3
6
・

冷
蔵
庫
の
み

㈱
東
京
ク
リ
ア
セ
ン
タ
ー

a
(
3
a
5
)
8
6
2
0

緑
の
大
切
さ
を
考
え
よ
う
!
!

区
で
ほ

寶
忝
な
緑
を
保
存
樹
木
・
樹

林
と
し
て
指
定
し
て
い
ま
す
。「
足
立
区

の
保
存
樹
夸
了

鴛
r

会
肖
の
一
人
で

あ
葛

牛
込
源
晃
さ
ん
か
ら
、
酊
外
り
鬩

な
ど
晋
と
£

し
て
再
認

識
し
た
緑
の
重

要
性
に
つ
い
て
寄
稿
い
た
だ
滯
乖
c

た

の
で

ご
紹
介
」
稾

す
。

6
月
の
半
ば
、
中
国
と
モ
ン
ゴ
ル

を

旅
行
し
刄

北
京
か
ら
丙
北
方
、
ゴ
ビ

筮

に
至
る
地
域
の
緑
化
状
況
祀

端

受
屬
て

寺
豕
し
た
。
巾
国
で
は
廟
堂
や

峨
塁
、
塁
撃
な
ど
の
築
造
に
あ
た
ひ

森

林
を
乱
伐
し
て
き
た
た

洫
瓦
れ
地
と
な

り
。
長
い
嵎

証
入
害
に
苦
兄

で
お
り

ま
し
た

。
現
恁

謚

化
に
懸
命
で
、
各

地
で

砂
漠
か
ら
ぐ
る
砂
兄

や
強
風
を

防
ぐ
植
樹
ベ
ル
ト
{
百

蛋
い
た
が
、
至

近
で
兄
だ
林
地
の
樹
木
は
強
風
に
樹
幹

か
曲
が
り
生
育
も
思
く
、
ひ

と
た
び
国

土
か
荒
土
化
す
る
と
、
緑
の
復
1
3
&
い

か
に
至
難
の
わ
が
ふ
思
い
知
ら
さ

れ
ま

し
た
。

年
ご
と
に
地
球
の
森
林
面
積
は
減
少

し
砂
便
化
か
粫
忖
し
て
い
恚
y
。
劬
農

林
水
産
呑
森
林
総
合
研

ゆ
餅

拉
物
生
懇

科
艮
の

森
川
姐
氏
の
論
説
に
よ
る
と
、

「
地
球
逕

篠

全
の
た
め
に
は
鎭
年
、

千
年
と
い
う
長

い
時
間

軸
に
お
い
て

森

林
面
積
を
減
価

谷

な
い
努
力
が
何
よ

り

掣
(
切
で
念

。
森
林
面
積
か
保
全

さ
れ
れ
ば
、
森
林
火
災
が
あ
っ
て
も
池

の
出
入
は
ゼ
ロ
で
あ
り
温
暖
化
も
阻
止

で

胥
る

」
と
あ
匹
ま

す
。

】
方
、
w
w
F
(

世
外
自
然
保
護
秣
岳
)

は
昨
年
秋

に
、
世
界
2
0地
域
の
森
林
が
温
暖
化
の

悪
影
轡
の
た
め
に
存
亡
の
危
殿
に
夸

台

加
番

告
し
ま
し
た
。

秋
岑
迎
え
、
区
内
の
貴
恵
な
巨
働
や

樹
木
の
落
葉
か
風
に
舞
う
y
x
と
な
り

声
‥
y
だ
。
四
季
折
々
美
し
い
景
観
で
人

々
の
心
を
い
や
し
、
大
気
の
汚
れ
を
減

ら
し
、
防
災
面
で
も
役
立
っ
て
お
n
ま

す
。
区
内
に
も
、
取
力
所
の
保
存
樹
林

や
7
0
0
本
近
ぐ
の
保
存
樹
木
か
賈
罍
す
『

地
球
環
軈
保
全
に
む
け
y
丶
俊
樹
り
心

で

接
し
、
次
代
に
伝
え
?
ヽ
い
く
べ
き
で

し
ょ
う
。

区
と
し
て
も
所
有
者
お
よ
び
地
域
の

皆
癶
ん
の
理
解
を
痲
刄
ま
ゑ
蔚
産

と
し
て
か
ら
に
齊
ん
で
い
き
た
い
と
哥

又
て
い
欒
y
。

問
先
卜
み
ど
只

蚕

ち
づ
く
り
係

昔
(
a
8
0
)
5
1
1
1

㈹

第
1
回
総
合
住
宅
相
談
会
(
予
約
制
)

申
し
込
み
受
付
中

日
時
卜
H
月
2
3口
砌
、
午
前
1
0
時
5

午

後
3

時

場
所
H
区
役
所
―
階
ロ
ビ
ー

内
容
卜
丿

総
合
相
駁
②
マ
ン
シ
ョ
ン
相

談
③
不
動
廡
相
談
④
融
資
相
談
こ
税
金

相
談

※
-ぷ
I
逕
の
巾
か
ら
而
望
の
相

談
を
選
択

定
員
卜
各
1
4人
(
先
耨

順
)

申
込
日
電
話

問
先
卜
住
宅
採

住
枩
靠昔

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹

訪
問

束
京
都
第
二
区
画
整
理
事
務
所

現
在
東
京
都
で
は
、都
内
l
刀
所
の

区
回
整
理
事
務
所
で
I
地
区
?
霸
区

眤
整
理
事
栞
倉
忖
つ
て
い
圭
y
。そ
の

巾
の
ひ

ご
つ

、
第
二
区
画
整
理
事
務
所

は
昭
和
5
1
年
に
品
川
か
ら
移
転
し
て

、

現
在
の
足

立
区
千
庄
東
に
事
務
所
を
吸

え
ま
し
た

。

・

く
ら
し
を
守
り

、
支
え
る

区
回

整
理
は

、
無
秩
序
な
ま
ち
の
道

路
を
整
備
し
た
り

、
公
共
施
設
や
公
園

を
充
実
さ
せ
る
こ
と
で

、
庄
み
よ
い
ま

ち
づ
く
ひ
晋

聚
y

も

の
l
t
y
。
公
園

や
地
域
の
憩
い
の
耡
を
炳
や
し
た
り

、

安
心
し
て
通
学

、
買
い
物
か
で
き
る

ぷ

う
に
道

路
を
整
備
し
て
い
声
汞

す

。
こ

れ
に
よ
り

、
災
害
時
に
は
消
防
卑
な
ど

の
緊
ら
市

両
が
ス
ム
ー
ズ
に
通
行
で

き

る
、
防
災
性
に
も
す
ぐ

れ
た
地
頡
に
な
2

チ

。

第
二
区
画
整
理
事
穆
所
で
ほ

、
花
畑

北
部
地
区
と
秋
葉
原
地
区
の
区
画
整
理

串
業
と
、
臨
海
部
閧
発
甲
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。
花
畑
北
部
地
区
は
平
成
3

年

に
X

團
整
理
の

亊
業
計
囮
か

決
定
さ
れ
、

公
園
、
逎
路
の

柧
帽
工
凖
や

、
下
水
道

の
整
g

な
冫

籌

腮

て
、
災
害
時
に
強

い
ま
ち
づ
く
n
を
目
指
し
て
い
ま
す
、

求
u
r
n

原
地
区
で
は
、
北
千
佳
、

吩
井
、六
町
を
経
由
す
る
常
磐
新
線
(
平

成
1
7
年
度
闘
業
予
足
)
の

始
発
駅
か
新

設
さ
れ
る
た
め
、
新
駅
を
中
心
と
し
た

地
域
の
ま
ち
づ
く
り
か

進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

壷
お
互
い
の
土
地
を
出
し
合

。て

区
回
戮
懼
%
け
っ
て
安
全
で
快
心
な

ま
'
。を
つ
く
る
に
は
、
そ
こ
に
弓
り
し

て
い
る
祟
靡
然

玉

塾

孚

し

ず
つ
梔

叺
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
そ
の
土

柳

茗

勗

に
活
用
す
る
こ
と
で
、
佳
み

よ
い

地
域
に
夲
瞿

れ
豕
p

つ
て
り

策

す
。

問
先
口
都
・
輿
二
区
画
整
理
事

務
所

手

僅
柬
2
1
0
1
0
)

昔
(
1
2
)
1
1
5
1

整
地
工
事
前
(
上
)

　
整
地
工
事
後
(

下
)
(
花
畑
二
丁
目
付
近
)

▲ 街 路 工 事 で 舗 装 さ れ た 道 路( 花 畑
二 丁 目 付 近)

学

校

ア

ル

バ

ム

新田小学校
新田2- 30- 1

【
教
育
目
標
】

人
間
尊
戲
の
櫓
紬
を
尽

調
に
し
て

、

広
く
国
際
社
会
に
お
い
て
信
頼
枩
舁
敬

の
鮭
ら
れ
る
諞
和
の
と
れ
た
人
間
性
豊

か
な
児
童
の

膏
既
に
聚

茗

。
と

と
も

に
、
生
浬
学
凹
霍

点
に
た
う
て
児
塹

一
人
ひ
こ
り
が
も
っ
て
い
る
可
能
性
と

倒
苳

茘

ほ

す
学
習
の
基
礎
萱
聡
い
、

時
代
の
変
化

に
主
体
的
に
対
応
で
鵆
る

児
童
の
育
成
に
努
め
る

。
そ
の
た
め
、

次
の
具
体
的
口

襟
汳

逧

し
令
敦
育
活

喘
を
通
し
て

行
動
化
し
て
い

く
。

-ぷ
元
気
で
何
事
も
や
り
ぬ
ぐ
子
ど
も
に

育
成
す
る
(

強
い
心
の
元
気
な
子
)

②
科
学
的
思
考
力
、
合
理
的
判
断
力
を

も
つ
子
ど
も
に
口
戉
す
る

足

し
い

心
の
か
し
こ
い
子
)

令
原
か
夕
人
間
桂
を
も
ち
、
人
の
立
為

を
思
い
や
り
行
動
す
る
子
ど
も
に
育
硬

す
る
(
美
し
い
心
の
?
Q
し
い
了
)

【
沿
革
】

▽
明
治
1
6年
2
月

鬨
浜
小
学
校
分
校

と
し
て
妙
酉
庵
に
開
設

▽
明
治
2
5年
6

月

新
剛
小
学
校
とし
て
独
立

▽

明
治
3
7年
4
月

江
北
尋
常
小
学
校
の

分
教
跼
淋
迴
る

ツ
昭
和
2
3年
4
月

新
田
小
学
律
と
し
て
独
霆

▽
昭
和
5
8

年
1
1月

全
国
優
良
P
T
A
と
し
て
、

文
郎
大
臣
表
影

フ
平
成
3
年
2
月
　

。歯
の
学
校
j
u
r
n

▽
平
成
1
0孚
H

月

創
立
5
0周
年
記
念

▽
平
成
1
1

年
1
月
末
現
在

卒
業
生
総
数
6
千
6
3

人

〉平
成
H
年
1
0月
現
在
1
2
讐
級
、

児
莖
数
3
6
1
人

【
田
村
和
彦
校
長
か
ら
】

「た
っ
た
一
人
払

い
な
い
自
分
を
、

た
っ
た
一
度
レ
ひ
な
い
人
乍
を
、
ほ
ん

と
う
北
生
か
さ
な
か
。た
ら
、
生
き
て

き
た
甲
斐
が
な
い
(
山
本
有
三
の
き

葉
≒

子
ど
も
に
伝
え
た
い
心
で
す
。

新田中学校
新田1- 21- 18

【
教
育

目
標
】

法
に
定
め
ら
れ
た
教
育
の
目
的
、
目

標
を
ふ
ま
凡
、
人
植
尊
慙
を
册
調
と
し
、

牛
寐
覃
通
じ
て
知
・
徳
・
体
・
情
徊
の

調
和
の
と
れ
た
心
身
と
も
に
健
康
、
人

問
性
泄
碎
笙
徒
の
育
成
と
個
性
を
伸

ぱ
y
教
育
奮
の
ざ
し
、
次
の
目
標
を
跫

め
る

。

①
白
幸
的
に
判
断
し

、
自
律
的
に
に口
動

す
る

生
徒

②
誠
実
で
恥
労
と
霖

任
夲
漿
ん
じ
る

生

徒丿
心
身
と
も
に
健
康
で
、
情
操
豊
か
な

牛
徒

【
沿
革
】

W
昭
和
3
3
年
H
月

江
陶
中
学
校
分
校

と
し
て
開
校
v

昭
和
3
4
年
9
月

新

田
巾
学
校
と
し
て
独
立

▽
平
成
1
1
年
7

月

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
団
体
・

都
人

会
ベ
ス
ト
8

▽
平
成
H

年
1
1月

創

立
4
0
周
年
記

念

〉
平
成
H

年
3
月
末

現
在

卒
葉
牛
眤

数
4

千
聊
人

マ
平

庚
H

年
1
0月
現
在
5

学
級
、
生
徒
数
1
7
5

人
【
備
里
川
正
人
校
長
か
ら

】

荒
川
と
隅
田
川
に
は
岑
豕
れ
た
、
自

然
環
境
に
畢
豕

れ
た
学
校
で
す
。
牛
啀

飮
は
、
区
内
3
9
多

♀
叩
学
校
の
中
で
4

番
囗
に
小
袞

尿

校
で

す
か

、
牛
狂

の

活
力
は
一
番
と
思
っ
て
い
ま

す
。
今
月
2
0

囗
に
は
創
立
韶
周
年
記

念
式
典
を
迎

え
。
更
な
る
発
展
を
め
ぎ
し
ま
す
。
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く

ら
し

の

情
報

6
・
7
面
で
問
い
合
わ
せ
先
の
電
話
番
号
が
な
い
も
の

は
区
役
所
代
表
へ

　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

凡例

申
込
…
申
し
込
み
方
法

期
限
…
申
し
込
み
期
限

場
・
申
・
問
先
・
:
場
所
・
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先

国
保
・

税
・

年
金

社
会
保
険
の
扶
養
家
族
に

入
れ
る
方
は
切
り
替
え
を

国
民
健
康
保
険
は
、
会
舷
な
ど
の
健

康
保
険
に
入
る
こ
と
が
で
忝
な
い
方
が

加
入
す
る
保
険
制
度
で
す
。
家
族
が
社

会
保
険
に
加
入
し
て
い
る
場
合
で
、
そ

の
扶
養
家
族
と
し
て
社
会
保
険
に
加
入

で
き
る
方
は
、
切
箟
蕾
え
の
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。
社
会
保
険
の
扶
養
に

な
れ
る
収
入
基
準
は
お
お
む
ね
次
の
と

お
り
で
す
。
①
年
間
収
入
が
1
3
0
万
円
未

満
の
方

②
6
0歳
以
上
も
し
く
は
障
害

年
金
受
給
者
で
年
間
収
入
が
1
8
0
万
円
未

満
の
方

問
先
日
国
民
健
康
保
険
課
資

格
賦
課
係

国
保
・

年
金

保
険
料
は
所
得
控
除
さ
れ
ま
す

国
民
年
金
保
険
料
お
よ
び
国
民
健
康

保
険
料
は
「
社
会
保
険
料
控
除
」
の
対

象
と
な
り
、
所
得
税
と
住
民
税
が
軽
減

さ
れ
ま
す
。
お
手
元
の
領
収
書
や
口
座

振
替
通
知
(
(
ガ
キ
)
、
通
嶋
が
ら
領
収

日
と
金
額
を
確
・認
し
て
申
告
し
て
く
だ

さ
い
。1
1年
中
に
支
払
っ
た
分
か
対
象

と
な
り
ま
す
。
領
収
書
は
添
付
し
な
く

て
も
控
除
は
受
け
ら
れ
ま
す
。

問

先
各

国
民
健
康
保
険
料
・
:国
民
健
康

保
険
屎
庶
務
係

マ
国
民
年
金
保
険
料

…
国
民
年
金
屎
保
険
料
係

年
金
受
給
中
の
方
へ

住
所
を
変
え
た
と
き
は
届
け
出
を

国
民
年
金
を
受
け
取
っ
て
い
る
方
が

住
所
を
変
更
し
た
と
き
は
、「
年
金
受
給

者

住
所
・
支
払
機
関
変
更
届
」(ハ
ガ

キ
形
式
)
の
用
紙
を
社
会
保
険
事
務
所

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
(
同
時
に
支
払

金
融
機
関
の
変
更
も
で
瀲
汞
す
)
ど
の

提
出
を
忘
れ
る
と
、
年
金
関
係
の
書
類

が
手
元
に
届
か
な
く
な
り
ま
す
。
こ
の

届
出
用
紙
は
、
社
会
保
険
事
務
所
、
国

民
年
金
課
、
区
民
事
務
所
に
あ
ひ
ま
す
。

な
お
、
老
齢
福
祉
年
金
(
緑
色
の
手
帳

で
、
指
定
し
た
郵
便
局
の
窓
口
で
支
払

い
を
受
け
る
年
金
)
の
曼
に
、
年
金
証

書
と
印
鑑
を
痔
つ
て
、
国
民
年
金
課
ま

た
は
区
民
事
務
所
に
届
け
出
し
て
ぐ
だ

さ
い
。

問
先
日
国
民
年
金
課
給
付
係

1
1
月
6
日
～
1
2
日
は
国
民
年
金
週
間

自
分
の
『
ね
ん
き
ん
』
に
つ
い
て
、

受
給
資
格
の
有
無
を
含
め
て
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。

問
先
日
マ
厚
生
年
金
・
=

足
立
社
会
保
険
事
務
所

昔
(
3
6
0
4
)
0
1
1
1

ワ
国
民
年
金
…
国
民
年
金
屎
推
進
係

手
続
き
を
お
忘
れ
な
く

将
来
、
年
金
を
減
額
さ
れ
た
り
、
受

け
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
ら
な
い
た
め
に
、

国
民
年
金
課
ま
た
は
区
民
事
務
所
に
届

け
出
を
し
ま
し
ょ
う
(
表
1
)
。

問
先

卜
国
民
年
金
課
適
用
係

表1　 手 続きが必要な事例

年
末
調
整
説
明
会

区
と
税
務
署
で
は
、
年
末
調
整
の
説

明
会
を
行
い
ま
す
(
表
2
)
。
給
与
関
係

事
務
を
枳
丐
す
る
方
は
ぜ
ひ
ご
出
席
く

だ
さ
い

。な
お
、
自
動
車
で
の
来
場
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

問
先
H
ワ
区
・
特
別
徴
収
係

▽
足
立
税
務
署
・
源
泉
所
得
税
槨
当
　

昔
(
3
8
7
0
)
8
9
1
1

▽
西
新
井
税
務
署
・
源
泉
所
得
税
相
当

a
(
3
8
4
0
)
1
1
1
1

表2　年末調整説明会日程

※説明会の内容については、各税務署または特別徴収係へお問合せください。

図
書
館
専
門
員
(
非
常
勤
)
の
募
集

対
象
H
司
書
ま
た
は
司
書
補
の
有
資
格

者
で
、
昭
和
1
8年
以
降
生
ま
れ
の
方
(

土
・
日
・
祝
日
、
夜
間
勤
務
可
能
な

方
)

内
容
卜
図
書
館
業
務
全
般

勤

務
条
件
等
卜
週
3
0時
間
/
月
額
1
8万
7

千
円
程
度

定
員
目
若
干
名

採
用
卜

1
2年
4
月
―
日
以
降

選
考
方
法
卜
筆

記
お
よ
び
面
接

応
募
説
明
会
卜
1
1月2
1

日
冊
、
午
前
1
0時
に
直
接
会
場
へ

場
・
問
先
卜
中
央
図
書
館

容
(
3
8
4
0
)
4
6
4
6

教

育

就
学
時
健
康
診
断
を
行
っ
て
い
ま
す

来
年
4
月
に
小
学
校
に
入
学
す
る
お

子
さ
ん
を
対
象
に
就
学
時
健
康
診
断
を

行
っ
て
い
ま
す
。
保
護
者
あ
て
の
通
知

書
は
1
0月
7
日
に
発
送
済
で
す
の
で
、

指
定
さ
れ
た
日
時
・
場
所
で
忘
れ
ず
に

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
健
診
に

つ
い
て
都
合
が
悪
い
覺
R

ま
た
は
、

事
情
の
あ
る
場
合
に
は
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

問
先
日
保
健
給
食
係

教
育
相
談
の
お
知
ら
せ

学
校
に
行
く
の
を
霈
が
る
、
言
葉
が

遅
い
な
ど
、
子
ど
も
の
教
育
上
の
悩
み

に
つ
い
て
専
門
の
相
談
員
が
相
談
に
応

じ
ま
す
。

面
接
相
談

日
時
卜
毎
週
月
よ
薩
日
(
祝
日
を
除

く
)
、午
前
9
時
～
午
後
5
時
申
込
卜

毟
話

場
・
申
・
問
先
卜
教
育
研
究
所

昔
(
3
8
5
9
)
9
5
3
1

綾
瀬
分
室
a
(
3
8
3
8
)
3
5
8
8

鹿
浜
分
室
昔
(
3
8
5
6
)
7
7
3
5

電
話
相
談

日
時
日
毎
週
月
よ
誣
日
(
祝
日
を
除

く
)
、午
前
9
時
～
午
後
4
時
3
0分

申
・
問
先
卜
教
育
研
究
所

昔
(
3
8
8
4
)
7
8
6
7

地
下
鉄
8
号
線
促
進
大
会
の
お
知
ら
せ

現
在
、
国
は
、2
1世
紀
に
向
け
て
の

東
京
圓
に
お
け
る
新
た
な
交
通
の
あ
り

方
に
つ
い
て
、
運
輸
政
策
審
議
会
に
お

い
て
検
討
中
で
す
。

こ
の
答
申
に
よ
り
、
今
後
の
新
た
な

鉄
道
整
備
計
画
が
決
ま
ひ
ま
す
。

こ
の
時
機
を
と
ら
兄
、
地
元
の
願
い

と
熱
意
を
、
都
や
国
に
ア
ピ
ー
ル
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

つ
い
て
は
、
区
お
よ
び
区
議
会
、
地

元
町
会
・
自
治
会
、商
店
会
主
催
の
「
地

下
鉄
8
号
線
整
備
促
進
大
会
」
を
開
催

い
た
し
ま
す
。

区
民
の
皆
さ
ん
の
力
強
い
ご
支
援
を

お
願
い
し
ま
す
。日
時
卜
1
1
一
月
1
4
日

㈲
、午
後
2
時
～
3
時
場
所
卜
中
川

小
学
校

間
先
卜
都
市
交
通
課

掲
示
板

東
京
都
環
境
保
全
資
金
融
資

▽
対
象
卜
都
民
(個
人
)

内
容
等
卜
①

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
資

金

限
度
額
卜
3
0
0
万
円

償
還
方
法
卜

元
利
均
等
月
賦
(
1
2
0回)

②
ク
リ
ー

ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
車
購
入
資
金

限
度

額
卜
3
0
0
万
円

償
還
方
法
卜元
利
均
等

月
賦
(
6
0回
)

ワ
対
象
卜
中
小
企
業

の
方

内
容
日
指
定
低
公
害
者
の
購
入
、

設
備
改
善
資
金
他

※
く
わ
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
先
日
環
境

保
全
局
助
成
立
地
課
助
成
係

昔
(
5
3
8
8
)
3
5
3
1
n

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
講
習
(
2
級

課
程
・
昼
間
コ
ー
ス
)
受
講
生
募
集

日
程
卜
1
2
月
6
日
～
1
2
年
2
月
1
0
日

定
員
H
5
0人

費
用
卜
8
万
円

申
・

問
先
卜
医
療
法
人
福
寿
会

合
(
5
6
8
1
)
5
0
0
7

正
月
区
民
ス
キ
ー
ス
ク
ー
ル

日
程
卜
1
2
月
3
0
日
～
1
2
年
1
月
3
日

場
所
卜
妙
高
高
原
池
の
平
ス
キ
ー
場

(往
復
バ
ス
)

定
員
目
5
0人

※
バ

ッ
ジ
テ
ス
ト
有
り

申
・
問
先
卜
足
立

区
ス
干
-
協
会

堀
内

昔
(
3
8
8
2
)

了
了
8
9

綾
瀬
ろ
う
学
校

学
校
公
開

日
時
日
1
1
1
1

月
2
6日
窗
、
午
前
9
時
～
午

後
O
時
4
0分

内
容
卜
授
業
公
開
・
講

演
会

講
師
卜
菊
池
貞
吉
氏

都
民
カ
レ
ッ
ジ
受
講
生
募
集

期
間
H
1
9
一
年
1
月
8
日
～
3
月
2
3
日

申
込
期
間
口
n
一
月
1
6
日
～
1
2
月
1
0
日

申
込
卜
電
話
(
午
前
1
0
時
～
午
後
5

時
)
塲
・
問
先
卜
都
立
大
キ
ャ
ン
パ

ス
?
4
2
6
(
了
了
)
1
2
3
4

丸
の
内
キ
ャ
ン
パ
ス

昔
(
3
2
1
5
)
4
3
2
1

「
外
国
人
刑
事
事
件
と
法
廷
通
訳
」

法
廷
通
訳
人
募
集
お
よ
び
セ
ミ
ナ
ー

の
開
催

問
先
り
最
寄
り
の
地
方
裁
判

所
ま
た
は
最
高
裁
判
所
刑
事
局
第
二
課

萱

ら
3
2
6
4
)
8
I
I
I

労
働
保
険
料

第
3
期
分
の
納
付
期

限
は
1
1月
3
0日
で
す

納
付
書
の
発
送
は
H
月
2
0日
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

問
先
り労
働
基
準
局

労
災
徴
収
課昔

(
3
8
1
4
)
5
3
1
1

市
民
モ
ニ
タ
ー
募
集

任
期
日
前
期
1
2
年
1
月
1
日
～
6
月
3
0

日
/
後
期
1
2
年
7
月
1
日
～
1
2
月
3
1
日

対
象
川
都
内
在
住
、
在
動
在
学
の
1
8歳

以
上
で
、
毎
月
1
回
昼
間
の
企
画
に
参

加
可
能
な
方

申
込
H
往
復
(
ガ
キ
に

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
電
話
番

号
、
応
募
理
由
、
前
期
、
後
期
の
任
期

の
第
1
、
第
2
希
望
を
記
入

期
限
H
1
1

一
月
1
6日
必
着

申
・
問
先
卜
第
二
東

京
弁
護
士
会
調
査
課
市
民
モ
ニ
タ
ー
係

〒
1
0
0・0
0
1
3

千
代
田
区
霞
ヶ
関
1
-
1
-
3

弁
護
士
会
館

雲
(
3
5
8
1
)
2
2
5
Q
)

都
立
足
立
養
護
学
校

学
園
祭

日
時
卜
1
1
1
1
月
2
0
日
出
、午
前
9
時
3
0
分

1
午
後
2
時
2
0
分
/
2
1
日
㈲
、午
前
9

時
2
0
分
～
午
後
1
時
3
0
分
場
・
問

先
卜足
立
養
護
学
校

(
3
8
5
0
)
6
6
1
8

フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
関
す
る
こ
と

は
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
へ

=開

催
=

▼
1
1
月
2
1
日
面
諏
訪
木
西
公
園
午

前
9
時
～
午
後
2
時
雨
天
の
場
合
H

月
2
8日
㈲
/
7
0区
画
/
出
店
料
千
円
/

電
話
/
斉
藤岔

(
3
6
2
8
)
0
4
9
2

▼
1
1月
2
3日
前

神
明
東
町
会
グ
ラ
ン

ド
5
0
区
画

午
前
9
時
～
午
後
3
時

東
雨
天
中
止
/
出
店
料
2
千
円
/
電

話
/
大
島

昔
(
3
8
8
0
)
8
2
2

り乙

▼
1
1月
2
8日
剛

入
谷
中
郷
北
公
園
8
0

区
回

午
前
9
時
～
午
後
3
時

※

雨
天
中
止
/
出
店
料
千
円
/
電
話
/
高

橋

昔
(
3
8
4
0
)
2
1
9
0

▼
1
2月
1
9日
日

区
役
所
南
側
広
場

午
前
9
時
～
午
後
3
時

※
雨
天
中

止
/
1
0
0区画
/
出
店
料
千
円
/
電
話
/

安
藤

昔
(
3
8
-
5
)
4
8
8
7

11月11日～17日は税を知る週間です　税の仕組みや、使いみちなど身近な税の知識を知っていただくため。各種の行事を行います。くわしくは、お問い合わせください。問先=足立税務署登3870- 8911西新井税務署登3840- 1111
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生
活

環

境

自
転
車
放
置
禁
止

区
域
の
お
知
ら
せ

区
で
は
駅
周
辺
の
お
お
ひ
ね
3
0
0
m
以

内
を
自
転
車
放
置
禁
止
区
域
に
指
定
(

図
1
)
。
禁
止
区
域
内
に
放
置
さ
れ
た

自
転
車
は
、
区
で
撤
去
し
て
自
転
車
移

送
所
に
運
び
保
管
し
て
い
ホ
す
。
自
転

車
を
引
き
取
る
と
き
に
は
、
撤
去
料
と

し
て
2
千
円
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、
撤
去
後
2
ヵ
月
を
簪
茖
と
処

分
し
廖
歹
の
で
、
ご
注
意
ぐ
だ
さ
い
。

最
近
、
盗
難
自
転
車
の
駅
前
放
置
が

増
え
て
い
嫐
歹
。
盗
次
れ
た
と
き
に
は

す
ぐ
警
察
に
盗
難
届
を
出
し
て
く
だ
さ

い
。
自
転
車
に
は
防
妲
E
録
童
気
と

と
も
に
住
所
と
名
前
を
記
入
し
奔
し
ょ

う
。区

営
自
転
車
駐
車
場

千
住
大
橋
駐
車
場
へ
千
住
橋
戸
町
8
-
i
n
)

昔
(
3
8
8
2
)
6
4
4
Q
}

民
営
自
転
車
駐
車
場

蛭
間
自
転
車
置
場
(
千
住
裙
戸
町
1
8
)
　
　

a
(
3
8
8
1
)
4
6
6
0

放
置
自
転
車
移
送
先
=
中
央
本
町
移

送
所
(
足
立
4
-
1
6
-
1
9先
)

問
先
卜
自
転
車
係

環
境
基
本
計
画
説
明
会

～
環
境
基
本
計
画
の
施
策
体
系
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
～

今
年
7
月
に
施
行
さ
れ
た
足
立
区
環

礬
里

条
例
に
築
つ
き
、
環
境
基
本
計

画
の
策
定
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
そ
の

施
策
体
系
が
ま
と
ま
り
ま
レ
た
の
で
、

説
明
会
牽
呎
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

資
料
は
、
環
境
課
、
各
図
書
館
で
配
布

し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
ご

参
加
夲
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

ご
意
犯
竪
蕩
で
直
接
か
、手
紙
次
た

は
フ
ァ
ク
ス
で
営
旨
け
李
す
。日

時
卜
H
月
2
4
日
團
、1
回
目
午
後
3
時
～

5
時
2
回
目
午
後
6
時
3
0
分
～
8

時
3
0分

場
所
日
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ

申
・
問
先
卜
環
境
課
調
整
係

〒
1
2
0・8
5
1
0

中
央
本
町
1
-
1
7
1
1

厦
(
3
8
8
0
)
5
6
2
6

11

年

度

交
通
安
全
図
画
・
ポ
ス
タ
ー
・

作
文
コ
ン
ク
ー
ル
入
選
者
発
表

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
嬉

草

、
小
・
中

学
生
を
対
象
に
交
通
安
全
意
識
を
高
め

る
た
め
に
行
っ
て
い
ま
す

。
今
年
は
千
1
3
5

点
の
応
募
が
あ
り

、
厳
正
な
審
査
の

結
果
、
次
の
方
々
の
作
品
が
選
ば
れ
ま

し
た
。(
敬
称
略
)

図
画
・
ポ
ス
タ
ー
の
部
…
金
賞

水
落
有
紀
(
千
寿
第
四
小
)
/

梶
山
瑛
右
(

西
新
井
小
)
/

森
坂
裕
美
(

西
新
井

小
)
/
太
田
香

里

沼
田
小
)
/

門
野
梨

沙
(
梅
島
小
)
/

若
栗
茉
莉
子

吊

島
根

小
)
/

稲
兄
止
人
(
五
反
野
小
)
/
北
舘

奈
実
(

弘
道
第
一
小
)
/

伊
藤
梨
花
子
(

東
溯
江
小
)
/

眞
尾
徳
利
(
伊
興
小
)
/

横
山
駿
(
東
伊
興
小
)
/

野
崎
み
な
み

(
第
四
中
)
/

崎
村
枝

美
子
(

第
十
四

中
)
/
染
谷
隆
之
(

西
新
井
中
)

作
文
の
部
…
金
賞

岩
畸
安
奈
(

第
十
四
中
)
/

松
田
友
絵
(

入
谷
南
中
)

※
「
図
画
・
ポ
ス
タ
ー

の
部
」
「
作
文
の
部
」と
も
に
銀
賞
・
銅

賞
も
多
数
選
ば
れ
ま
し
た

作
品
展
示
の
お
知
ら
せ

期
間
卜
H
月
2
2
日
～
1
1
月
2
9
日
場

所
川
区
役
所
―
階
区
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

※
金
賞
を
受

賞
し
た
作
文
は
‥‥‥一月
2
5
日

の
環
境
つ
く
り
区
民
大
会
(

区
役
所
庁

舎
ホ
ー
ル
)

で
朗
読
さ
れ
ま
す

問
先
卜
交
通
安
全
係

図1 千住大橋駅周辺の
自転車放置禁止区域催

し
物
ガ
イ

ド

い
き
い
き
子
育
て
講
演
会

ハ
ー
ト
で
つ
な
ぐ

音
♪
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

音
楽
を
便
っ
た
表
侭
錫
か
ら
感
じ

る
心
の
大
切
さ
を
、
お
話
を
通
し
て
学

び
嫐
歹
。
リ
ズ
ム
遊
び
や
歌
で
、
あ
な

た
の
感
性
に
み
が
き
を
か
け
て
み
ま
せ

ん
か
。

日
時
卜
H
月
H
日
困
、
1
0時

迴
了
正
午

場
所
卜
青
年
セ
ン
タ
ー

レ
ク
ホ
ー
ル

対
象
卜
子
育
て
、
子
ど

も
の
育
成
に
関
心
の
あ
る
方
(
2
0歳
以

上
の
方
)

講
師
H
吉
村
温
子
氏

孚

ど
石
の
城
音
楽
事
業
部
、
玉
川
大
学
講

師
)

定
員
卜
7
0人

費
用
日
無
料

申
込
日
直
接
会
場
へ

問
先
卜住
区
推

進
課

第
1
4
回

足
立
区
観
光
写
真

コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

題
材
卜
区
内
の
公
共
施
設
/
名
所
/
旧

跡
/
文
化
邇
産
/
伝
統
行
事
/
足
立
の

花
火
大
会
/
河
川
/
街
並
な
ど

応
募

規
格
ト
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
四
ツ
切
り
、

ふ
ち
な
し
(
ワ
イ
ド
四
ツ
切
り
は
除

く
)

応
募
資
格
ト
ア
マ
チ
ュ
ア
の
方

応
募
要
領
卜
「
応
募
用
紙
」
に
所
要
事

項
を
記
入
の
う
凡
、
直
接
持
参
ま
た
は

郵
送
※
応
募
用
紙
は
足
立
区
観
光
協

会
事
務
局
、各
区
民
事
務
所
、区
内
写

真
商
業
協
同
樊
笳
盟
店
に
置
い
て
あ

り
ま
す
表
彰
日
推
薦
―
点
/
特
選
2

点
/
凖
特
選
4
点
/
入
選
1
0
点
/
佳
作

1
5
点
応
募
期
間
H
1
1
年
1
2
月
1
日
～

1
2年
1
月
3
1日

申
・
問
先
日
足
立

区
観
光
協
会
(
産
業
振
興
課
内
)

〒
1
2
0

・
8
5
1
0

中
央
本
町
1
-
1
7
-
1

音
楽
を
楽
し
む

ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

第
8
回
常
東
地
区
音
楽
祭

常
東
地
域
9

易

好
き
の
仲
間
に
よ

る
手
づ
く
り
旦
暴

会
で
す
。
小
・
中

学
生
の
合
唱
・
吹
奏
楽
、
プ
ロ
安
暴

家
に
よ
る
ス
テ
キ
な
演
奏
を
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

日
時
目
H
月
1
4日
囲
、

午
後
1
時
3
0分
(
開
場
午
後
し
時
)

場
所
卜
第
十
六
中
学
校

内
容
卜
常
東

地
域
の
小
学
校
、
中
学
校
の
児
童
、
生

徒
に
よ
る
合
唱
映

奏
楽
/
バ
イ
オ
リ

ン
・
江
口
有
香
氏
、
ピ
ア
ノ
・
後
藤
泉

氏
に
よ
る
二
重
奏

費
用
日
無
料

※

上
履
き
を
お
持
ち
く
だ
さ
い

問
先
日

千
住
あ
ず
ま
住
区
セ
ン
タ
ー

登
(
3
8
8
2
)
1
2
1
8

ま
た
は
住
区
推
進
課

本
の
と
ら
ば
ー
ゆ

図
書
館
の
本
を
再
活
用
し
て
も
ら
つ

た
め
、
区
民
の
方
を
対
象
と
し
て
希
望

者
に
無
料
で
差
し
上
げ
ま
す
。
※
ビ

ニ
ー
ル
袋
な
ど
葬
痔
参
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、車
で
の
来
場
は
ご
迴
厚
ぐ
だ
さ

い
日
時
H
1
2
月
4
日
由
・
5
日
㈲
、

午
前
1
0
時
～
午
後
4
時
場
・
問
先
卜

江
北
図
書
館昔

(
3
8
9
0
)
4
4
8
8

コ
ン
サ
ー
ト

～
み
ん
な
で

う
た
っ
ち
ゃ
お
う
～

日
時
日
1
1‥月
2
0
日
出

、
午
後
2

時
3
0
分

開
演

内
容
日
音
楽
企
画
と
も
し
び
に

よ
る
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
一
緒
に
歌

っ
て
楽
し
む
コ
ン
サ
ー
ト

費
用
卜
無

料

申
込
卜
当
日
直
接
会
場
へ

場
・

問
先
日
千
住
児
童
館

昔
(
3
8
8
2
)
2
7
6
g
}

第
3
回

働
く
親
の
子
育
て
講
座
Ⅱ

親
と
子
ど
も
の
求
め
る
も
の
の
違
い

に
気
づ
き
、
も
う
一
度
我
が
子
を
み
つ

め
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
卜
H
月
2
6

日
窗
、
午
後
6
時
3
0分
～
8
時
3
0分

場
所
ト
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ

対
象
日
主

に
小
学
生
の
父
母
と
、
地
域
で
子
育
て

に
か
か
わ
っ
て
い
る
方

※
保
育
靈
あ

り

講
師
卜
青
木
悦
氏
(
教
育
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
)

定
員
日
1
0
0人

費
用
卜

無
料

申
込
川
当
日
直
接
会
場
へ

問

先
卜住
区
推
進
課

冬
季
区
民
教
養
講
座

日
時
H
1
2月
5
日
㈲
、
午
後
1
時
3
0分

～
4
時
3
0分
(
午
後
1
時
か
ら
受
付
)

場
所
卜
青
年
セ
ン
タ
ー

内
容
卜
江
戸

四
宿
の
う
ち
「日
光
道
中
千
住
宿
」「
東

海
道
品
川
宿
」

講
師
卜
安
藤
義
雄
氏
(

郷
土
博
物
館
特
別
専
門
員
)
ほ
か

費

用
日
無
料
(
先
着
8
0人
に
資
料
配
布
)

申
込
卜
当
日
直
接
会
場
へ

問
先
卜
郷

土
博
物
館

昔
(
3
6
2
0
)
9
3
9
3

あ
だ
ち
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
' 99

世
代
を
超
え
た
吹
奏
楽
の
演
奏
会
を

閧
催
し
嫐
T
。
ぜ
ひ
、
ご
来
場
く
だ
さ

い
。
日
時
H
H
月
1
4日
囲
、
午
脾
1
1時

開
演

場
所
ロ
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
・
西

新
井
文
化
ホ
ー
ル

出
演
眼
目
花
畑

西
小
/
中
学
校
合
同
(
第
十
一価

花

畑
・
花
畑
北
・
花
保
ン
ア
ヴ
ァ
ン
プ

ル
ミ
エ
/
蒲
原
中
/
ホ
ワ
イ
タ
ル
/
第

四
中
/
ク
レ
イ
ジ
ー
コ
ア
&
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
ゲ
イ
ル
/
足
立
ジ
ュ
ニ
ア
吹
奏
楽

団
/
中
学
校
合
同
(
第
六
・
西
新
井
)
/

伊
興
ウ
イ
ン
ド
&
蒲
原
中
吹
奏
楽
部
O

苴
フ

谷
中
中
/
舎
一
金
簪
バ
ン
ド
/

ア
カ
デ
ミ
カ
/
伊
興
中
/
足
立
ブ
ラ
ス

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
/
第
十
一
中
/
千
寿
桜

小
/
潤
徳
女
子
高
校
/
足
立
吹
奏
楽

団
/
合
同
演
奏
マ
ー
チ
「
海
兵
隊
」

費
用
卜
無
料

申
込
卜
当
日
直
接
会
場

へ

問
先
日
実
行
委
員
会
事
務
局
(
文

化
振
興
係
内
)

子
ど
も
会

育
成
者
セ
ミ
ナ
ー

～
子
ど
も
が
生
き
生
き
と

動
き
出
す
た
め
に
今
、

育
成
会
に
で
き
る
こ
と
～

子
ど
も
た
ち
が
の
び
の
び
と
育
つ
こ

と
の
で
膏
る
子
y
貳
螽
を
目
指
し
て
、

育
成
者
同
士
の
情
報
交
換
や
交
流
を
通

し
、
現
在
の
課
題
や
こ
れ
か
ら
の
育
成

会
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。
日
時
卜
H

月
習
晶
、
午
前
9
時
3
0
分
～
午
後
り
一

時
3
0分

場
所
卜区
役
所
庁
舎
ホ
ー
ル

対
象
卜
子
ど
も
会
活
動
に
携
わ
っ
て
い

る
方
、こ
れ
か
ら
携
わ
る
方
、興
味
関
心

の
あ
る
方

講
師
H
に
し
が

は
ち
だ

い
氏
(
子
ども
Ⅲ
番
電
話
相
談
員
・
顧

問
)

費
用
日
無
料

申
込
卜
電
話

期
限
卜
H
月
1
9日

申
・
問
先
卜少
年

育
成
係16

ミ

リ

映
写
機
操
作
講
習
会

日
時
卜
1
2月
6
日
～
1
0日
、
午
後
6
時

～
8
時

対
象
H
区
内
在
住
・
在
動
の
1
6

歳
以
上
の
方
で
、
全
日
程
受
講
可
能

な
方

定
員
H
2
0人
(
抽
選
)

費
用
卜

無
料

申
込
卜
往
復
「
ガ
キ
に
住
所
、

氏
名
、電
話
番
号
、摺
ミ
リ
講
習
会
5

募
」
と
明
記

期
限
卜
1
1月
3
0日
必
着

塲
・
申
・
問
先
卜
中
央
図
書
館

〒
1
2
3

・
0
8
5
1

梅
田
7
1
1
3
-
1

a
(
3
8
4
0
)
4
6
4
6

足
立
区
国
際
交
流

写

真

展

提
携
1
5
周
年
奪
懼
沱
姉
妹
都
市
ベ

ル
モ
ン
ド
市
と
の
交
流
や
日
本
文
化
講

座
な
ど
で
行
わ
れ
た
外
国
人
と
の
交
流

を
紹
介
し
ま
す
。日
時
日
1
1
月
2
2
日

1
1
2
月
1
日
、午
前
8
時
叩
分
～
午
後

5
時

場
所
卜区
役
所
I
階
ロ
ビ
ー

費
用
卜
無
料

問
先
卜
国
際
交
流
課
ま

た
は
嬲
足
立
区
国
際
親
善
協
会

10月8日～12月31日まで
交通事故防止緊急対策実施中
現在、都内で交通事

故の件数が急増してい
ます。交差点では左右
の安全を確認し、自転
車は周りが暗くなった
らライトをつけてくだ
さい。

問先== 交酒安全耳
千 住 警察 署

き3879 ―0110
西 新 井警 桑署

言3852- 0110綾 瀬警 察 署
四3620- 0110

竹 の塚 警 察署
魯3850- 0110

リ
サ
イ
ク
ル
施
設
見
学
会
　参
加
者
募
集

日
時
卜
1
1月
3
0日
内

午
前
8
時
～
午

後
4
時
3
0分

場
所
卜
千
葉
市
新
浜
リ

サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
/
千
葉
火
力
発
電

所
他

定
員
卜
4
0人
(
抽
選
)

費
用
日

千
円
(
昼
食
代
)

申
込
H
(
ガ
キ
に

住
所
、氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
屁

設
見
学
会
希
芦

と
明
記

期
限
卜
H

月
2
2日
必
着

申
・
問
先
日
あ
だ
ち
リ

サ
イ
ク
ル
協
会
(
あ
だ
ち
再
生
館
内
)

〒
1
2
0・0
0
1
1

中
央
本
町
2
-
9
　
　
　

雲
(
3
8
8
0
)
9
8
0
2

イラスト・身近な話題を募集中!

みんなの

ぺ ー ジ

申・問先=広報係
〒120- 8510 中央本町1- 17- 1

細
川
政
美
さ
ん

(西
新
井
6
丁
目
在
住
)

あ
だ
ち
ぶ
報
で
掲
載
の
コ
ラ
ム
「
ワ

ン
ポ
イ
ン
ト
健
康
術
」
は
、
フ
ァ
イ
ル

し
て
、
体
調
に
合
わ
せ
て
試
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
シ
も
簡
単
な
体
が
柔
ら
か

く
な
る
気
軽
に
勣
け
る
体
操
な
ど
紹
介

し
て
ぐ
だ
さ
い
。

「花火」すずきあつみさん呻 川小2j
夏休みに、幼種園のころのお友達と;
をした、とっても楽しかった思い出

毎月10日号の「みんなの
ペ ージ」を お楽 しみに

皆さんのイラストや自慢の写真、まちの話題などを募集して
います。ハガキに住所、氏名、
希望する方はペンネーム、電話
番号、年齢( 学年) を明記して
どしどし ご応募 ください。
申・間先= 広報係r みんなのペ
ージ」担当 〒120- 8510 中央本
町1- 17- 1

● 秋の火災予防運動11月9日～15日「まさかよりもしものための火の用心」
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い
こ
い
の
場
所
を
訪
ね
て
⑲

小
台
七
庚
申

時
代
の
流
れ
に
も
思
い
を
め
ぐ
ら
す
、

そ
ん
な
場
所
で
す
。

こ
こ
に
あ
る
庚
申
塔
は
、
農
村
の
広

が
る
江
戸
時
代
に
造
立
さ
れ
ま
し
た
。

大
正
時
代
の
現
荒
川
開
削
工
事
に
伴
い

廖
と
め
て
移
転
し
て
き
ま
し
た
が
、1

ヵ
所
に
7
基
も
集
っ
て
安
置
さ
れ
て
い

る
の
は
非
常
に
珍
し
い
そ
う
で
す
。

今
で
は
、
ま
る
で
荒
川
を
静
か
に
見

守
っ
て
い
る
ぶ
つ
に
見
え
ま
す
。

小
台
2
-
4
7
1
1
都
営
パ
ス
(
北
千
住

駅
～
王
子
駅
)
小
台
町
下
車
徒
歩
1
分

▲ 青面金剛像など7 基あります

訂
正
と
お
わ
び

1
0月
1
0日
号
「
関
原
の
森
」
の
掲
載

内
容
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。し
い
の

木
は
常
緑
樹
の
た
め
紅
葉
は
し
ま
せ
ん
。

訂
正
し
て
お
わ
び
し
ま
す
。(
広
報
課
)

花 だよ り

錦 木

絵: 萩原ゆり子さん( 西新井本町三丁目)

秋
の
紅
葉
が
見
事
な
の
で
、
鎔
に
た

と
え
ら
れ
こ
の
名
が
つ
い
た
と
の
こ
と
。

山
野
に
自
生
す
る
落
葉
低
木
で
す
が
、

美
し
い
紅
葉
の
た
め
庭
木
と
し
て
、
ま

た
公
園
樹
と
し
て
も
多
く
植
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
区
内
で
は
、
も
み
じ
な
ど
も
、

鮮
や
か
な
紅
葉
に
な
ひ
が
た
い
の
で
す

が
。こ
の
木
は
、
区
内
で
も
深
紅
に
変

色
し
ま
ず
。

舂
に
淡
緑
色
の
花
が
咲
き
、
秋
に
は

朱
赤
色
の
実
を
付
け
毒
瓦

枝
に
か
た
い
コ
ル
ク
質
の
翼
が
あ
る

の
も
大
忝
な
特
徴
で
、
弓
矢
の
矢
筈
に

た
と
え
ら
れ
、
ヤ
(
ズ
ニ
シ
キ
ギ
の
別

名
も
あ
り
ま
す
。

生
け
花
に
使
う
ツ
ル
ウ
メ
モ
ド
キ
や

生
け
垣
に
植
え
ら
れ
る
マ
サ
キ
も
同
じ

ニ
シ
キ
ギ
科
の
植
物
で
す
。

《
公
園
緑
地
課
》

区
内
で
錦
木
の
見
ら
れ
る
公
園

▽
毛
長
公
園
(
花
畑
5
-
6
1
1

ほ
か
)

▽
中
央
公
園
(
中
央
本
町
―
-
1
7
1
4ブ

※
区
内
の
公
園
で
紅
葉
を
見
つ
け
て
み

ま
せ
ん
か

磑
物
の
和
名
漢
字
は
当
て
字
も
あ

ひ
ま
ず
が
、
興
味
あ
る
字
が
多
い

の
で
紹
介
し
て
い
ま
す

地
域
振
興
券
特
定
事
業
者
の
方
へ

地
域
振
興
券
の
換
金
請
求
期
限
は
、1
1

一
月
3
0日
ま
で
で
す

。
地
域
振
興
券
の

使
用
期
限
は
8

月
3
1日
で
終
了
し
て
い

ま
す

。
お
手
持
ち
の
地
域

振
興
券
は

早
急
に
換
金
請
求
童
三
ぶ
冫
顳
い

い
た
し
ま
す
。
問
先
川
産
業
振
興
課

き
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1㈹

スケッチあだち
このコーナーではまち の情報・話 題を

お 待ちし ていま す。

問先= 広報 係 官3880- 5111 ㈹

10月9 日・10日

A -
F

e
s

t a
' 9 9 開催

▲ フィナーレは盛大に

▲ あだっちボール大会。今年から小学生の部
も開催

▲
産
業
ま
つ
り
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
(
旧
本
庁
舎
跡
)

▲
空
高
く
舞
い
上
が
っ
た

え
ん
ま
の
大
た
こ

▲ ミニSL に乗ったぞ

ほわっとあ ったかい 「わたし 」ブ ランド の本

青
年
セ
ン
タ
ー
で
「
子
育
て
セ
ミ
ナ

ー
・
『
わ
た
し
』
ブ
ラ
ン
ド
の
絵
本
を

作
ろ
つ
」
が
「
絵
本
サ
ー
ク
ル
・
し
ず

く
」
の
皆
さ
ん
の
指
導
の
も
と
開
か
れ

ま
し
た
。
子
育
て
真
っ
最
中
の
お
母
さ

ん
達
が
、
我
が
子
の
成
長
の
写
真
夲
矗

り
込
ん
だ
も
の
、
折
ひ
紙
を
親
子
で
作

ひ
貼
っ
た
も
り
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
が
愛

情
い
っ
ぱ
い
の
本
意
湲

さ
せ
ま
し
た

全
4
回
の
講
習
を
通
じ
て
、
日
々
の
子

育
て
で
感
じ
る一
呉
茹

、
不
安
な
ど
、

お
互
い
に
話
蓄

」と
で
共
感
し
た
り
、

あ
ら
た
め
て
子
ど
も
に
対
す
る
愛
情
を

確
認
し
た
り
と
、
有
意
義
な
時
間
を
過

ご
し
ま
し
た
。

▲ 教 え る 方 も 、 習 う方 も真 剣 、 ど ん な
本 にな る ん で し ょ う

▲ ボクもワタシもイイ子にしてましたヨ

赤 ・白 ・ピ ン ク 、

コスモスが咲き競っていました
10月9 日、都市農業公園では秋を感

じてもらおう と植えた10種類以上の

コスモスが、公園そばの荒 鋼 川敷で

鮮やかな花をつけていました。

赤、白、 黄色、あざやかな色と香り

に誘われて、人間ばかりでなく、はち

やとんぼも秋風に乗り、コスモスの花

に集まっていました。

春には区の花、チューリップの大花

蓆ができる予定です。

火
災
が
起
き
た
と
き
、す
ば
や
く
的
確
に

行
動
す
る
た
め
に

1
0月
1
日
、
足
立
消
防
署
で
自
衛
消
防

訓
練
審
査
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
審

査
会
は
、
火
災
が
起
き
た
と
き
、
す
ば
や

く
的
確
に
初
期
消
火
や
避
難
誘
導
な
ど
が

で
き
る
ぶ
つ
日
ご
ろ
の
訓
練
の
成
果
を
披

露
す
る
も
の
。
足
立
消
防
署
管
内
男
女
合

わ
せ
て
2
0事
業
所
が
参
加
し
、
消
防
技
術

を
競
い
あ
い
ま
し
た
。

▲ ホースを持って火災現場へ走る!

▲ 見事な放水操法

交
流
を
通
し
て

楽
し
い
ひ
と
と
き

ベ
ル
モ
ン
ド

学
生
使
節
団

9
月
2
7日
か
ら
1
0月
6
日
ま
で
、
足

立
区
の
姉
妹
都
市
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ー

ベ
ル
モ
ン
ト
市
か
ら
中
学
生
1
0人
を
含

む
使
節
団
が
来
訪
。
区
内
の
各
所
を
親

善
訪
問
し
ま
し
た
。

9
月
2
9日
は
千
寿
第
八
小
学
校
を
訪

問
。
児
童
に
よ
る
踊
り
「
大
和
太
鼓
」

や
合
唱
な
ど
で
燃
蓉
受
け
た
後
、
各

教
室
で
給
食
を
と
も
に
し
て
。
言
葉
を

交
わ
し
た
り
プ
レ
ゼ
ン
ト
金
莨
し
た

り
し
な
が
ら
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
た
。

▲ 給食 の時 間、素敵なプレ ゼン ト
ににっこ り

▼ 児童の インタビューに、
「ベ ルモンドの学校は1
階建 てだよ」
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